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○ 経緯 

平成 19年６月に地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」

という。）が改正され、平成 20 年４月から施行されました。別府市教育委員会

では、この地教行法の第 26条の規定に基づき、教育に関する事務の管理及び執

行の状況についての点検及び評価（以下「点検・評価」という。）に関する結果

報告書の作成を平成 20年度から実施しております。今回も、昨年度（令和４年

度）の教育に関する事務の管理及び執行の状況について、学識経験者からなる

知見活用委員会のご意見・ご指摘を受け、点検及び評価を行いました。その結

果をここに報告するものです。 

 

○  目的 

  点検・評価は、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況につ

いて、的確にその施策効果を把握し、その目的又は目標に照らして、必要性、

有効性、効率性、公平性の観点から行います。この点検・評価によって事業の

課題や改善点をより明確にし、よりよい教育行政の推進に資するとともに市

民への説明責任を果たすことを目的としています。 

 

○ 学識経験者の知見活用 

教育行政に造詣の深い学識経験者３名から構成される知見活用委員会のご意

見・ご指摘を受け、各課の事業内容及び評価シートの見直しを図りました。知

見活用委員会のご意見は、「Ⅲ 知見活用委員会による意見」に記載しました。 

   

【知見活用委員】 

本 田 明 子 氏   立命館アジア太平洋大学 教授 

櫻 田 裕美子 氏   別府大学        教授 

山 本  遼  氏   大分大学教職大学院   講師 

 

○ 自己評価・教育委員会点検評価基準 

Ａ 達成              100％ 以上 

Ｂ 概ね順調             80％ 以上 100％ 未満 

Ｃ 不十分                    80％ 未満 

 

Ⅰ 点検・評価の概要 
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＜
R４

年
度
＞

基
本
方
針
１
（
教
育
大
綱
　
柱
１
）

＜
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C
T

IO
N

 ＞

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

○
幼
稚
園
教
育
要
領
や
幼
保
小
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
理
解
推
進
を
行
え
る
よ
う
、
研
修
内
容
・
方
法
の
充
実
、
「
１
０
の
姿

捉
え
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
」
の
取
組
の
継
続
、
公
開
保
育
を
行
う
こ
と
で
、
理
論
と
実
践
の
往
還
に
つ
な
げ
、
教
員
一
人
一
人
の
保

育
力
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

○
一
園
に
在
籍
す
る
職
員
数
は
２
～
４
人
で
あ
り
、
園
内
で
保
育
の
振
り
返
り
や
改
善
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
園
内
研
究
会
を
公
開
し
、
指
導
主
事
や
他
園
職
員
か
ら
助
言
を
得
る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
多
面
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
、

保
育
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
も
全
園
で
公
開
保
育
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
公
開
保
育
実
施
の
際

は
、
保
育
や
事
後
協
議
の
視
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
や
効
果
的
に
事
後
協
議
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
各
園
に
指
導
し
ま

す
。
ま
た
、
「
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
小
学
校
教
員
と
の
共
通
理
解
も
必
要
な
た
め
、
公
開
保
育
・

事
後
協
議
は
小
学
校
教
員
も
参
加
可
能
と
し
、
幼
児
教
育
の
質
の
共
有
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

○
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
姿
か
ら
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
捉
え

た
姿
を
ど
の
よ
う
に
保
育
経
計
画
や
実
践
に
活
用
す
れ
ば
よ
い
か
を
研
修
内
容
と
し
た
こ
と
で
、
「
１
０
の
姿
」
に

つ
い
て
の
教
員
の
理
解
度
は
高
ま
り
、
保
育
実
践
に
活
か
そ
う
と
す
る
教
員
の
割
合
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
子
ど
も
の
姿
か
ら
ど
の
よ
う
な
「
資
質
・
能
力
」
が
育
ち
つ
つ
あ
る
の
か
を
見
取
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
つ
け

て
い
く
こ
と
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

○
国
か
ら
示
さ
れ
た
「
幼
保
小
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
「
幼
児
期
の
特
性
」
に
つ
い
て
研
修
会
で
説
明
し
、
理
解
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
「
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
目
指
す
方
向
や
取
組
等
に
つ
い
て
理
解
が
進
む

よ
う
、
研
修
内
容
・
方
法
の
充
実
が
必
要
で
す
。

□
継
続
・
拡
充

9
9
%

B

□ ■
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

今
後
の
展
開

B
一
部
見
直
し

□ □

取
組
計
画

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

「
１
０
の
姿
」
を
活
用
し

た
保
育
内
容
の
充
実

○
幼
稚
園
研
究
主
任
会
の
実
施
（
年
間
２
回
）

・
「
架
け
橋
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
、
「
１
０
の
姿
」
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い

る
か
説
明
し
ま
す
。

・
各
園
で
作
成
し
た
「
１
０
の
姿
捉
え
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
」
等
を
活
用
し
、
指
導
計
画
に

「
１
０
の
姿
」
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
す
れ
ば
よ
い
か
、
グ
ル
ー
プ
協
議
を
行
い
ま
す
。

○
幼
稚
園
教
育
講
演
会
の
実
施
（
年
間
１
回
）

・
大
分
県
教
育
庁
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
招
聘
し
、
「
１
０
の
姿
」

を
保
育
実
践
に
ど
の
よ
う
に
活
か
せ
ば
よ
い
か
を
講
演
主
題
と
し
て
、
講
演
会
を
実
施
し

ま
す
。

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

取
組
計
画

主
な
取
組

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

「
幼
保
小
架
け
橋
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
理
解
推
進  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞

○
幼
稚
園
研
究
主
任
会
の
実
施
（
年
間
２
回
）
　
再
掲

・
「
架
け
橋
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
、
「
遊
び
を
通
じ
て
学
ぶ
」
と
い
う
「
幼
児
期
の

特
性
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
説
明
し
ま
す
。

○
別
府
市
幼
稚
園
教
育
課
程
協
議
会
に
て
、
幼
児
教
育
の
質
に
関
す
る
認
識
の
共
有
を
小

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
共
有
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
え
ば
よ
い
か
協
議
し

ま
す
。

○
保
育
・
事
例
等
か
ら
「
遊
び
を
通
じ
た
学
び
」
や
子
ど
も
の
育
ち
を
的
確
に
捉
え
ら
れ

る
よ
う
、
園
内
研
修
会
に
指
導
主
事
が
参
加
し
、
指
導
し
ま
す
。

「
『
１
０
の
姿
』
を
保

育
の
計
画
、
実
践
、
振

り
返
り
に
活
用
で
き
て

い
る
」
と
回
答
す
る
教

員
の
割
合
８
０
％
以
上

指
標

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

< 
D

O
 >

■

達
成
終
了

取
組
実
績

評
価

A
・
B
・
C

大
幅
見
直
し

達
成
率

9
0
%

□

施
　
策

事
　
業

「
学
び
、
育
つ
」
こ
と
を
重
視
し
た
教
育

別
府
市
教
育
委
員
会
は
、
市
立
幼
稚
園
が
、
自
立
心
や
協
同
性
な
ど
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
（
以
下
「
１
０
の
姿
」
）
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
適
切
な
環
境
構
成
や
育
ち
に
応
じ
た
援
助
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
非
認

知
能
力
を
身
に
つ
け
る
遊
び
が
で
き
る
よ
う
、
市
立
幼
稚
園
に
お
け
る
園
内
研
修
の
充
実
を
支
援
し
ま
す
。

事
業
目
的

主
管
課

学
校
教
育
課

関
係
課

な
し

※
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
（
１
０
の
姿
）
」

「
幼
児
教
育
に
お
い
て
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
（
「
知
識
及
び
技
能
の
基
礎
」
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
基
礎
」
「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
）
が
育
ま
れ
て
い
る
子
ど
も
の
具
体
的
な
姿
で
あ
り
、
特
に
５
歳
児
後
半
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
姿
で
す
。
到
達
す
べ
き
目
標
で
は
な
い
こ
と
や
、
個
別
に
取
り
出
さ
れ
て
指
導
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
の
発
達
に
必
要
な
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
を
つ
く
っ
た
り
、
必
要
な
援
助
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
指
導
を
行
う
際
に
考
慮
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
「
架
け
橋
特
別
委
員
会
」
・
・
・
文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
　
初
等
中
等
教
育
分
科
会
「
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
架
け
橋
特
別
委
員
会
」

幼
児
教
育
の
質
的
向
上
及
び
小
学
校
教
育
と
の
円
滑
な
接
続
に
つ
い
て
専
門
的
な
調
査
審
議
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
３
年
７
月
か
ら
令
和
４
年
５
月
ま
で
に
８
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
委
員
会
を
受
け
、
「
１
０
の
姿
」
と
各
園
や
地
域
の
創
意
工
夫

を
生
か
し
た
「
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
発
・
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(
1
)

1
子
ど
も
を
主
語
に
し
た
学
び
の
推
進

人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
質
の
高
い
幼
稚
園
教
育
の
推
進

「
幼
児
期
の
特
性
を
再

認
識
し
、
小
学
校
・
家

庭
・
地
域
等
に
共
有
し

よ
う
と
し
て
い
る
」
と

回
答
す
る
教
員
の
割
合

７
０
％
以
上

○
別
府
市
幼
稚
園
教
育
課
程
協
議
会
の
実
施
（
４
月
、
８
月
、
１
１
月
）

・
「
学
び
」
や
「
育
ち
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
を
研
究
主
任
会
で
説
明
し
、
共

通
理
解
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
亀
川
幼
稚
園
が
代
表
園
と
し
て
レ
ポ
ー
ト

作
成
し
、
職
員
全
員
で
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
各
園
で
の
取
組
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
幼
児
教
育
の
質
に
関
す
る
認
識
の
共
有
を
小
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
共
有
す
る

た
め
の
方
策
を
協
議
し
ま
し
た
。

○
各
園
園
内
研
修
会
に
指
導
主
事
が
参
加
し
（
各
園
年
２
回
）
、
公
開
保
育
後
事
後

協
議
に
参
加
し
た
。
他
園
職
員
も
参
加
可
能
と
し
ま
し
た
。

○
「
幼
児
期
の
特
性
を
再
認
識
し
、
小
学
校
・
家
庭
・
地
域
等
に
共
有
し
よ
う
と
し

て
い
る
」
と
回
答
す
る
教
員
の
割
合
は
6
9
.
4
％
で
し
た
。

○
幼
稚
園
研
究
主
任
会
の
実
施
（
８
月
、
１
月
。
教
諭
・
臨
時
講
師
全
員
参
加
）

・
「
架
け
橋
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
、
「
『
１
０
の
姿
』
は
子
ど
も
の
学
び
や
生

活
の
質
を
捉
え
、
資
質
・
能
力
が
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
き
て
い
る
の
か
を
見
出
し
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
充
実
を
図
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
必
要
な
手
が

か
り
」
で
あ
る
こ
と
を
説
明
。

・
「
１
０
の
姿
捉
え
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
」
か
ら
、
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
な
「
学
び
」

「
育
ち
」
が
あ
る
の
か
を
捉
え
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
月
の
保
育
の
ね
ら

い
・
内
容
や
環
境
構
成
・
援
助
が
適
切
で
あ
る
か
を
グ
ル
ー
プ
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

○
幼
稚
園
教
育
講
演
会
の
実
施
（
１
月
）

大
分
県
教
育
庁
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
招
聘
し
、
子
ど
も
の
姿

か
ら
『
資
質
・
能
力
』
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
つ
い
て
、
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

○
「
『
１
０
の
姿
』
を
保
育
の
計
画
、
実
践
、
振
り
返
り
に
活
用
で
き
て
い
る
」
と

回
答
す
る
教
員
の
割
合
は
7
2
.
2
％
で
し
た
。

＜
項
目
と
目
標
値
＞

継
続
・
拡
充

達
成
終
了

指
標

取
組
実
績

達
成
率

評
価

今
後
の
展
開

＜
項
目
と
目
標
値
＞

A
・
B
・
C

2



＜
R４

年
度

＞

基
本

方
針

１
（

教
育

大
綱

　
柱

１
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

成
果

と
課

題

今
後

の
方

向
性

と
改

善
策

・
別

府
市

学
力

調
査

等
の

結
果

の
原

因
分

析
を

も
と

に
、

引
き

続
き

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」

の
視

点
に

立
っ

た
授

業
改

善
に

継
続

し
て

取
り

組
み

ま
す

。
・

各
校

原
則

３
年

に
１

度
の

研
究

発
表

サ
イ

ク
ル

を
確

立
し

、
校

内
研

究
と

別
府

市
教

育
実

践
研

究
事

業
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

・
概

ね
全

国
平

均
と

同
程

度
の

学
力

が
身

に
付

い
て

い
る

が
、

学
年

や
教

科
に

お
い

て
課

題
が

残
り

ま
す

。
・

授
業

公
開

す
る

学
校

の
選

定
を

希
望

制
で

実
施

し
て

き
ま

し
た

が
、

予
定

数
の

公
開

が
実

現
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

全
て

の
学

校
が

、
校

内
研

究
の

成
果

や
課

題
を

発
表

す
る

場
が

必
要

で
す

。
・

授
業

改
善

を
更

に
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
「

課
題

の
解

決
に

向
け

て
、

自
分

で
考

え
、

自
分

か
ら

取
組

ん
だ

」
（

小
6
：

7
8
.
3
％

、
中

3
：

7
3
.
2
％

）
「

友
達

と
話

し
合

う
活

動
を

通
じ

て
、

自
分

の
考

え
を

深
め

た
り

、
広

げ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
」

（
小

6
：

7
7
.
2
％

、
中

3
：

7
3
.
7
％

）

達
成

終
了

□
継

続
・

拡
充

■
一

部
見

直
し

□
大

幅
見

直
し

7
5
%

C

□
希

望
の

あ
っ

た
小

中
学

校
か

ら
４

校
を

決
定

し
（

希
望

制
の

授
業

公
開

）
、

各
校

の
教

育
課

題
の

解
決

に
向

け
た

取
組

及
び

研
究

の
成

果
を

市
内

小
中

学
校

に
還

元
し

ま
す

。

教
育

課
題

の
解

決
に

向
け

た
取

組
及

び
研

究
の

成
果

を
市

内
小

中
学

校
に

還
元

し
た

学
校

数
４

校

達
成

率
今

後
の

展
開

1
0
0
%

A

□ □
一

部
見

直
し

□
大

幅
見

直
し

A
・

B
・

C

評
価

達
成

終
了

■
継

続
・

拡
充

A
・

B
・

C

評
価

A
・

B
・

C

大
幅

見
直

し

達
成

率

8
4
%

□

今
後

の
展

開

B
一

部
見

直
し

達
成

率
今

後
の

展
開

③
教

育
実

践
研

究
事

業
（

授
業

公
開

）
の

実
施

取
組

計
画

（
事

業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な

取
組

（
事

業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な

取
組

（
事

業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な

取
組

①
別

府
市

学
力

調
査

の
実

施
令

和
５

年
１

月
に

、
小

学
校

３
～

６
年

生
（

国
語

・
算

数
・

理
科

）
、

中
学

校
１

～
２

年
生

（
国

語
・

社
会

・
数

学
・

理
科

・
英

語
）

を
対

象
に

学
力

調
査

を
実

施
し

ま
す

。

②
指

導
主

事
に

よ
る

年
間

１
回

以
上

の
全

小
中

学
校

の
授

業
研

究
会

へ
の

参
加

と
指

導
助

言

取
組

計
画

各
全

小
中

学
校

（
小

学
校

1
4
校

、
中

学
校

7
校

）
の

校
内

研
究

会
（

全
体

研
究

会
）

に
年

間
１

回
以

上
参

加
し

、
授

業
参

観
及

び
指

導
助

言
を

行
い

ま
す

。

全
教

科
・

全
項

目
で

全
国

（
調

査
母

体
）

平
均

正
答

率
以

上
（

小
学

校
各

学
年

６
項

目
＜

各
教

科
、

基
礎

・
活

用
＞

、
中

学
校

各
学

年
１

０
項

目
＜

各
教

科
、

基
礎

・
活

用
＞

）

継
続

・
拡

充

達
成

終
了

□ ■ □

事
業

目
的

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

< 
D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

指
標

施
　

策

事
　

業

「
学

び
　

育
つ

」
こ

と
を

重
視

し
た

教
育

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、

児
童

生
徒

が
、

資
質

・
能

力
の

3
つ

の
柱

（
「

実
際

の
社

会
や

生
活

で
生

き
て

働
く

知
識

及
び

技
能

」
「

未
知

の
状

況
に

も
対

応
で

き
る

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
な

ど
」

「
学

ん
だ

こ
と

を
人

生
や

社
会

に
生

か
そ

う
と

す
る

学
び

に
向

か
う

力
、

人
間

性
な

ど
」

）
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く

身
に

付
け

、
生

涯
に

わ
た

っ
て

能
動

的
に

学
び

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
校

の
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
の

視
点

に
立

っ
た

授
業

改
善

を
支

援
し

ま
す

。

主
管

課
学

校
教

育
課

関
係

課
な

し

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞

取
組

実
績

評
価

教
育

課
題

の
解

決
に

向
け

た
取

組
及

び
研

究
の

成
果

を
市

内
小

中
学

校
に

還
元

し
た

学
校

数
３

校
。

４
校

の
授

業
公

開
を

予
定

し
て

い
た

が
、

１
校

は
希

望
な

し
。

(
2
)

1
子

ど
も

を
主

語
に

し
た

学
び

の
推

進

個
別

最
適

な
学

び
と

協
働

的
な

学
び

を
一

体
的

に
充

実
し

た
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
の

実
現

に
向

け
た

授
業

改
善

の
推

進

授
業

公
開

を
行

い
、

事
後

研
で

指
導

助
言

を
受

け
た

学
校

数
小

学
校

１
４

校
、

中
学

校
７

校

授
業

公
開

を
行

い
、

事
後

研
で

指
導

助
言

を
受

け
た

学
校

数
小

学
校

1
4

校
、

中
学

校
7
校

。

取
組

計
画

指
標

取
組

実
績

＜
項

目
と

目
標

値
＞

○
別

府
市

学
力

調
査

に
お

い
て

平
均

正
答

率
以

上
の

項
目

小
学

校
 
（

１
７

/
２

４
項

目
）

　
中

学
校

 
（

２
０

/
２

０
項

目
）

※
3
7
/
4
4
×

1
0
0
=
8
4
％

指
標

取
組

実
績

＜
項

目
と

目
標

値
＞

＜
項

目
と

目
標

値
＞

3



＜
R
４
年
度
＞

基
本
方
針
１
（
教
育
大
綱
　
柱
１
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞(3
)1

子
ど
も
を
主
語
に
し
た
学
び
の
推
進

IC
T
教
育
の
推
進

新
た
に
導
入
さ
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を

活
用
し
た
中
学
校
の
割

合
５
０
％
以
上

令
和
４
年
８
月
１
７
日
に
、
市
内
全
中
学
校
技
術
科
教
員
を
対
象
と
し
た
別

府
市
で
導
入
済
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
活
用
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

新
た
に
導
入
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
活
用
し
た
中
学
校
の
割
合
８

５
％

取
組
計
画

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

令
和
４
年
６
月
に
、
別
府
市
が
導
入
し
て
い
る
AI
型
ド
リ
ル
教
材
の
活
用
に

係
る
研
修
会
（
２
回
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
０
月
に
は
、
別
府
市

で
活
用
し
て
い
る
授
業
支
援
ア
プ
リ
の
活
用
に
係
る
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

各
小
中
学
校
に
よ
る
授
業
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
率
平
均

４
６
％

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

＜
項
目
と
目
標
値
＞

事
業
目
的

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

< 
D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

指
標

施
　
策

事
　
業

「
学
び
、
育
つ
」
こ
と
を
重
視
し
た
教
育
へ

別
府
市
教
育
委
員
会
は
、
学
習
者
が
主
体
と
な
る
授
業
の
実
施
、
お
よ
び
、
情
報
を
主
体
的
に
選
択
・
活
用
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
的
な
資
質
と
し
て
の
「
情
報
活
用
能
力
」
の
育
成
に
向
け
、
学
校
に
お
け
る
IC
T教

育
の
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

主
管
課

学
校
教
育
課

関
係
課

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞

取
組
実
績

評
価

各
小
中
学
校
に
よ
る
授

業
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
活
用
率
平
均

４
０
％
以
上

継
続
・
拡
充

達
成
終
了

□ ■ □

③

取
組
計
画

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

①
子
ど
も
の
学
び
に
つ
な

が
る
ア
プ
リ
活
用
に
係
る

教
員
研
修
の
実
施

授
業
や
ド
リ
ル
学
習
で
活
用
す
る
各
種
ア
プ
リ
の
活
用
に
係
る
研
修
を
年
間
２
回

以
上
実
施
し
ま
す
。

②
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
推
進
に
向
け
た
新
た
な

教
材
の
導
入

取
組
計
画

・
中
学
校
技
術
科
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
教
育
の
充
実
に
向
け
、
新
た
な
教
材

を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
教
材
活
用
に
係
る
研
修
を
年
間
１
回
以
上
実
施
し
ま

す
。

A・
B・

C

評
価

A・
B・

C

大
幅
見
直
し

達
成
率

1
0
0
%

□

今
後
の
展
開

A
一
部
見
直
し

達
成
率

今
後
の
展
開

達
成
率

今
後
の
展
開

1
0
0
%

A

□ □
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

A・
B・

C

評
価

達
成
終
了

■
継
続
・
拡
充

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
促
進
お
よ
び
活
用
に
係
る
質
の
向
上
に
向
け
た
教
員
を
対
象
と
す
る
研
修
会
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
授
業
研
究
会
に
お
け
る
子
ど
も
の
姿
に
基
づ
い
た
指
導
・
助
言
を
令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
行
い
ま
す
。

・
導
入
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
の
更
な
る
活
用
に
向
け
、
技
術
科
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
等
を
令
和
５
年
度

に
お
い
て
も
実
施
し
ま
す
。

・
令
和
３
年
度
の
小
中
学
校
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
率
は
、
平
均
３
６
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本

年
度
は
１
・
２
学
期
時
点
で
４
６
％
と
な
り
活
用
率
が
増
加
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
授
業
の
ね
ら
い
の
達
成
や

児
童
生
徒
へ
の
付
け
た
い
力
の
育
成
に
向
け
、
目
的
を
明
確
に
し
た
端
末
の
活
用
等
、
活
用
に
係
る
質
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
新
た
に
導
入
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
の
活
用
に
係
る
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
技
術
科
教
員
の
教

材
研
究
を
深
め
る
と
と
も
に
、
活
用
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

□

4



＜
R４

年
度
＞

基
本
方
針
１
（
教
育
大
綱
　
柱
１
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

今
後
は
、
校
則
や
現
行
の
制
服
の
見
直
し
の
過
程
に
児
童
生
徒
を
参
画
さ
せ
る
と
い
っ
た
取
組
に
焦
点
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
各
学
校
へ
の
支
援
及
び
学
校
間
で
の
交
流
等
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
学
校
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
学
校
行
事
の
取
組
や
縦
割
り
班
活
動
の
評
価
に
つ
い
て
等
交
流
す
る
こ
と

で
、
実
践
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
「
子
ど
も
た
ち
が
学
級
や
学
校
の
課
題
を
見
い
だ
し
、
解
決
す
る
た
め
に
話
し
合
い
、
合
意
形
成
を

図
っ
た
り
実
践
し
た
り
す
る
」
内
容
の
焦
点
化
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
各
学
校
間
で
の
有
意
義
な
交
流

が
十
分
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

□

達
成
率

今
後
の
展
開

□ □
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

A
・
B
・
C

評
価

達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

A
・
B
・
C

評
価

A
・
B
・
C

大
幅
見
直
し

達
成
率

5
0
%

■

今
後
の
展
開

C
一
部
見
直
し

達
成
率

今
後
の
展
開

③

取
組
計
画

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

①
子
ど
も
が
主
体
的
・
実

践
的
に
取
り
組
む
特
別
活

動
推
進
の
た
め
の
連
絡
会

の
開
催

別
府
市
小
・
中
学
校
教
育
課
程
研
究
協
議
会
特
別
活
動
部
会
の
指
導
員
及
び
部

長
と
、
事
業
推
進
の
た
め
の
連
絡
会
（
児
童
生
徒
が
主
体
的
・
実
践
的
に
取
り

組
む
特
別
活
動
の
推
進
を
確
認
す
る
会
）
を
、
年
３
回
開
催
の
別
府
市
小
・
中

学
校
教
育
課
程
研
究
協
議
会
の
事
前
に
開
催
し
ま
す
。

②

取
組
計
画

連
絡
会
：

２
回
以
上
開
催
（
R
4
年

度
か
ら
の
事
業
で
準
備

等
の
た
め
３
回
の
連
絡

会
開
催
が
難
し
い
こ
と

が
想
定
さ
れ
た
た
め
）

継
続
・
拡
充

達
成
終
了

□ □ □

事
業
目
的

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

< 
D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

指
標

施
　
策

事
　
業

「
学
び
、
育
つ
」
こ
と
を
重
視
し
た
教
育

別
府
市
教
育
委
員
会
は
、
学
級
活
動
・
児
童
会
、
生
徒
会
活
動
等
の
様
々
な
集
団
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
学
級
や
学
校
の
課
題
を
見
い
だ
し
、
解
決
す
る
た
め
に
話
し
合
い
、
合
意
形
成
を
図
っ
た
り
実
践
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
治
的

能
力
や
積
極
的
に
社
会
参
画
す
る
力
を
育
め
る
よ
う
学
校
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

主
管
課

学
校
教
育
課

関
係
課

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞

取
組
実
績

評
価

(
1
)

2
自
律
し
た
子
ど
も
が
育
つ
学
び
の
推
進

子
ど
も
自
ら
が
作
る
学
校
生
活
の
推
進

取
組
計
画

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

別
府
市
小
・
中
学
校
教
育
課
程
研
究
協
議
会
を
３
回
開
催
し
ま
し
た
が
、
連

絡
会
は
日
程
が
合
わ
ず
１
回
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

＜
項
目
と
目
標
値
＞

5



＜
R
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度
＞

基
本
方
針
１
（
教
育
大
綱
　
柱
１
）

＜
 A

C
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N

 ＞

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
等
が
在
籍
す
る
学
校
（
園
）
に
、
生
活
面

の
適
応
や
日
本
語
指
導
の
支
援
を
行
う
教
育
相
談
員
を
派
遣
し
、
児
童
生
徒

等
の
日
本
語
能
力
の
実
態
に
応
じ
た
時
間
数
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
概
ね
日
本
語
能
力
の
伸
長
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
か
ら

児
童
生
徒
等
の
母
語
や
理
解
で
き
る
言
語
を
用
い
て
生
活
面
の
適
応
や
日
本

語
指
導
の
支
援
を
行
う
母
語
支
援
員
を
配
置
し
、
児
童
生
徒
等
の
生
活
面
や

学
習
面
の
適
応
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
保
護
者
連
絡

や
面
談
の
通
訳
を
行
う
に
よ
り
学
校
と
家
庭
の
連
携
を
円
滑
に
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
児
童
の
不
適
応
が
解
消
さ
れ
、
学
級
で
の
所

属
感
の
獲
得
、
学
習
へ
の
参
加
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(1
)3

安
全
で
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
学
校
づ
く
り

特
別
な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

研
修
会
の
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
と

回
答
す
る
参
加
者
の
割

合
が
90
％
以
上

　
令
和
4年

10
月
7日

(金
）
に
、
大
分
県
立
南
石
垣
支
援
学
校
の
個
別
の
指
導

計
画
推
進
教
員
の
古
長
俊
亜
氏
を
講
師
に
招
き
、
「
学
校
・
園
に
お
け
る
特

別
支
援
の
在
り
方
～
支
援
員
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し
て
～
」
と
題
し

て
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
56
名
。
子
ど
も
の
特
性
の
捉
え
や
、

個
々
に
応
じ
た
支
援
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
、
そ
の
後
は
参

加
者
同
士
の
交
流
会
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
「
担
当
し
て
い
る
児
童
の
特
性
を

十
分
理
解
し
、
声
の
か
け
方
ア
プ
ロ
ー
チ
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
」
等
の

感
想
が
あ
り
、
研
修
の
目
標
が
達
成
で
き
た
と
回
答
す
る
参
加
者
が
52
名

で
、
92
％
で
し
た
。

取
組
計
画

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

・
令
和
5年

2月
に
、
特
別
支
援
員
配
置
校
、
園
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

・
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
支
援
に
よ
り
、
対
象
児
童
・
生
徒
の
行
動
が
ど

の
よ
う
に
変
容
し
た
か
を
調
査
し
、
支
援
員
の
よ
る
支
援
の
効
果
の
検
証
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
支
援
員
の
配
置
に
よ
っ
て
、
対
象
と
す
る
子
ど

も
へ
の
適
切
な
支
援
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
の
成
長
が
み
ら
れ
と
回
答
し
た

幼
小
中
学
校
は
10
0％

で
し
た
。

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

＜
項
目
と
目
標
値
＞

事
業
目
的

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

< 
D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

指
標

施
　
策

事
　
業

「
学
び
、
育
つ
」
こ
と
を
重
視
し
た
教
育

・
別
府
市
教
育
委
員
会
は
、
学
校
・
教
職
員
の
指
導
体
制
の
充
実
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
対
し
て
、
生
活
面
や
学
習
面
で
の
適
応
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

主
管
課

学
校
教
育
課

関
係
課

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞

取
組
実
績

評
価

支
援
員
の
配
置
に
よ
っ

て
、
対
象
と
す
る
子
ど

も
へ
の
適
切
な
支
援
に

つ
な
が
っ
た
と
、
そ
の

具
体
的
事
例
と
と
も
に

回
答
し
た
園
・
学
校
の

割
合
が
85
％
以
上

継
続
・
拡
充

達
成
終
了

□ ■ □

③ 外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の

日
本
語
指
導
等
の
支
援

取
組
計
画

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

① 市
内
幼
稚
園
・
小
中
学
校

に
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
配
置

市
内
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
、
園
・
学
校
、
子
ど
も
の
実
情
に
応
じ
た
人
数
の
支

援
員
を
配
置
し
,特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
対
し
て
、
生
活
面
や
学
習

面
で
の
適
応
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

② 専
門
性
の
向
上
、
子
ど
も

理
解
や
支
援
の
充
実
を
深

め
る
た
め
に
研
修
会
を
実

施

取
組
計
画

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
特
別
支
援
学
級
担
任
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し
、
支
援
員
の
専
門
性
の
向
上
、
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

A・
B・

C

評
価

A・
B・

C

大
幅
見
直
し

達
成
率

1
0
0
%

□

今
後
の
展
開

A

一
部
見
直
し

達
成
率

今
後
の
展
開

達
成
率

今
後
の
展
開

1
0
0
%

A

□ □
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

A・
B・

C

評
価

達
成
終
了

■
継
続
・
拡
充

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

・
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
支
援
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
個
々
の
実
態
に
応
じ
た
個
別
の
支
援
が
提

供
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
専
門
性
の
向
上
及
び
子
ど
も
理
解
を
深
め
る
た
め
の
研
修
会
の
充
実
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
児
童
生
徒
等
の
母
語
や
理
解
で
き
る
言
語
を
用
い
て
生
活
面
の
適
応
や
日
本
語
指
導
の
支
援
を
行
う
母
語
支
援
員
や
、

日
本
語
学
習
や
教
科
学
習
等
の
日
本
語
指
導
、
並
び
に
在
籍
校
（
園
）
の
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
る
日
本
語
指
導
員
を

配
置
し
、
外
国
人
児
童
生
徒
等
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
及
び
研
修
、
日
本
語
指
導
教
育
相
談
員
の
派
遣
を
計
画
ど
お
り
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

・
特
別
支
援
教
育
支
援
員
5
0名

を
配
置
し
、
研
修
会
の
実
施
（
1
0月

7
日
）
を
す
る
こ
と
で
、
特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
に
対
し
て
、
生
活
面
や
学
習
面
で
の
適
応
の
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

・
日
本
語
指
導
が
必
要
な
全
て
の
児
童
生
徒
等
に
教
育
相
談
員
を
派
遣
し
、
児
童
生
徒
等
の
実
態
に
応
じ
た
日

本
語
指
導
や
母
語
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
活
面
で
の
適
応
、
日
本
語
能
力
の
向
上
、
教
科
学
習
の
理
解

を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

達
成
終
了

■
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

1
0
0
%

A

□
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
等
が
在
籍
す
る
学
校
（
園
）
に
日
本
語
指
導
や

母
語
支
援
等
の
支
援
を
行
う
教
育
相
談
員
を
派
遣
し
、
全
て
の
児
童
生
徒
等
に
生

活
面
の
適
応
、
日
本
語
学
習
、
教
科
学
習
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
本
語
指
導
が
必
要
な

児
童
生
徒
等
に
対
す
る

教
育
相
談
員
の
派
遣
率

10
0％
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＜
R
４
年
度
＞

基
本
方
針
１
（
教
育
大
綱
　
柱
１
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

②
い
じ
め
の
問
題
に
組
織

的
に
対
応
す
る
体
制
整
備

の
充
実

評
価

A・
B・

C

評
価

A・
B・

C

評
価

「
学
び
、
育
つ
」
こ
と
を
重
視
し
た
教
育

主
管
課

学
校
教
育
課

施
　
策

3
安
全
で
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
学
校
づ
く
り

関
係
課

事
　
業

い
じ
め
・
不
登
校
の
未
然
防
止
と
適
切
な
対
応
・
支
援
の
推
進

(2
)

事
業
目
的

別
府
市
教
育
委
員
会
は
、
い
じ
め
・
不
登
校
へ
の
適
切
な
支
援
を
推
進
す
る
と
と
も
に
児
童
生
徒
の
良
好
な
人
間
関
係
を
構
築
し
、
新
た
な
い
じ
め
や
不
登
校
を
出
さ
な
い
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

＜
 P

L
A

N
 ＞

< 
D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

今
後
の
展
開

＜
項
目
と
目
標
値
＞

①
「
人
間
関
係
づ
く
り
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
効
果
的
な

推
進

す
べ
て
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、
短
時
間
で
行
う
「
人
間
関
係
づ
く
り
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
（
構
成
的
グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
）
を
推
進
す
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

「
児
童
生
徒
の
良
好
な

人
間
関
係
づ
く
り
が
推

進
で
き
た
」
と
回
答
し

た
学
校
の
割
合
が
80
%

以
上
。

○
す
べ
て
の
小
中
学
校
が
実
施
し
た
短
時
間
で
行
う
「
人
間
関
係
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
、
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
が
、
校
内

研
修
等
に
お
い
て
実
施
手
順
や
留
意
点
等
を
伝
え
る
等
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

○
市
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
が
市
内
２
校
（
朝
日
小
、
山
の
手
小
）
に

出
向
き
、
取
組
が
効
果
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
教
職
員
研
修
に
お
い
て
指
導
助

言
を
行
い
ま
し
た
。

○
「
児
童
生
徒
の
良
好
な
人
間
関
係
づ
く
り
が
推
進
で
き
た
」
と
回
答
し
た
学

校
の
割
合
が
80
.1
％

1
0
0
%

A

□
達
成
終
了

取
組
計
画

指
標

取
組
実
績

達
成
率

■
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

今
後
の
展
開

達
成
終
了

継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

取
組
計
画

指
標

取
組
実
績

達
成
率

■

○
す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
、
い
じ
め
の
問
題
に
関
す
る
調
査
を
６
月
、
１
１

月
、
２
月
に
実
施
し
、
い
じ
め
の
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
解
消
に
向

け
た
学
校
の
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
校
内
い
じ
め
対
策
委
員
会
を
中
核
に
組

織
的
に
対
応
す
る
よ
う
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
し
た
。

○
校
内
い
じ
め
対
策
委
員
会
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
入
れ
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
児
童
生

徒
へ
の
支
援
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
等
を
推
進
し
ま

し
た
。

○
い
じ
め
の
解
消
率
81
.3
%

　
（
小
：
79
.9
%　

中
：
98
.6
%）

※
令
和
5年

12
月
末
現
在

8
1
.
3
%

B

□

＜
項
目
と
目
標
値
＞

「
別
府
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
及
び
「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に

基
づ
い
て
、
い
じ
め
問
題
に
対
す
る
取
組
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
い
じ

め
の
解
消
に
向
け
て
組
織
的
に
対
応
す
る
体
制
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

い
じ
め
解
消
率
10
0%

今
後
の
展
開

＜
項
目
と
目
標
値
＞

③
不
登
校
児
童
生
徒
に
対

す
る
組
織
的
支
援
の
充
実

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
及
び
長
欠
生
欠
席
理
由
報
告
書
等
に
よ
り
市
内
の
不
登
校

状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
、
相
談
機
関
と
の
連
携
を
通
し
て
組

織
的
に
支
援
す
る
体
制
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

学
校
内
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
や
学
校
外
の
関
係
機

関
と
繋
が
っ
て
い
る
不

登
校
児
童
生
徒
の
割
合

が
50
%

○
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
及
び
長
欠
生
欠
席
理
由
報
告
書
を
参
照
し
、
不
登
校
児

童
生
徒
及
び
月
別
欠
席
日
数
、
支
援
状
況
の
把
握
を
行
い
、
教
育
相
談
セ
ン

タ
ー
専
門
ス
タ
ッ
フ
（
心
理
相
談
員
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
ふ

れ
あ
い
ル
ー
ム
、
地
域
児
童
生
徒
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
で
共
有
し
ま
し

た
。

○
各
学
校
の
教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
参
加
す
る
会
議
を
年
２
回
開
催

し
、
関
係
機
関
、
相
談
機
関
と
の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
実
践
事
例
の
発

表
を
も
と
に
校
内
支
援
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
学
校
内
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
学
校
外
の
関
係
機
関
と
繋
が
っ
て
い
る
不
登
校

児
童
生
徒
の
割
合
が
56
.1
％

1
0
0
%

A

□
達
成
終
了

取
組
計
画

指
標

取
組
実
績

達
成
率

主
な
取
組

A・
B・

C

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

・
い
じ
め
・
不
登
校
の
未
然
防
止
に
向
け
た
「
人
間
関
係
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
推
進
に
よ
り
、
児
童
生

徒
の
良
好
な
人
間
関
係
が
構
築
さ
れ
た
学
校
の
割
合
が
目
標
値
に
達
し
た
こ
と
や
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
半

数
以
上
が
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
関
係
機
関
と
繋
が
っ
た
こ
と
は
成
果
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
昨
年

度
調
査
と
比
較
し
て
い
じ
め
は
減
少
（
R3
:9
7
5件

→
R
4:
92
8
件
）
し
た
も
の
の
、
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
増

加
（
R3
:1
67
人
→
R4
:2
2
3人

）
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

・
新
た
な
い
じ
め
や
不
登
校
を
出
さ
な
い
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
、
地
域
や
児
童
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
た

「
人
間
関
係
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
層
の
推
進
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
学
校
と
の
連
携
を
密
に
し
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
効
果
的
な
支
援
を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
関
係
機
関
と
不
登
校
児
童
生
徒
が
円
滑
に
繋
が
る
よ
う
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

7



＜
R
４
年
度
＞

基
本
方
針
１
（
教
育
大
綱
　
柱
１
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

　
別
府
市
学
校
給
食
運
営
員
会
か
ら
「
別
府
市
立
学
校
に
お
け
る
食
育
推
進
計
画
」
の
策
定
に
関
す
る
基
本
方

針
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
別
府
市
が
目
指
す
食
育
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画

を
関
係
者
等
と
協
議
を
重
ね
、
「
別
府
市
立
学
校
に
お
け
る
食
育
推
進
計
画
」
の
策
定
を
目
指
す
と
と
も
に
、

各
学
校
ご
と
に
同
計
画
の
趣
旨
を
十
分
に
理
解
し
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
た
食
育
に
関
す
る
取
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

　
本
計
画
は
「
別
府
市
立
学
校
に
お
け
る
食
育
推
進
計
画
」
を
基
に
、
各
学
校
の
実
情
に
合
わ
せ
て
活
用
す
る
た
め
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。
今
後
も
関
係
者
と
の
綿
密
な
協
議
に
よ
り
、
別
府
市
が
目
指
す
食
育
を
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

□
達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

評
価

今
後
の
展
開

主
な
取
組

＜
項
目
と
目
標
値
＞

A・
B・

C

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

取
組
計
画

指
標

取
組
実
績

達
成
率

Ｂ

□
達
成
終
了

■
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

② 学
校
に
お
け
る
食
育
推
進

体
制
の
構
築

学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
を
促
す
た
め
に
、
各
校
1
名
の
食
育
推
進
担
当
者
を
選

出
し
、
市
内
栄
養
教
諭
と
連
携
を
図
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

食
育
推
進
担
当
教
員
を

選
定
し
、
栄
養
教
諭
と

の
連
携
を
図
る
体
制
を

構
築
し
た
学
校
の
割
合

６
月
に
各
小
中
学
校
の
給
食
担
当
者
、
食
育
担
当
者
を
対
象
と
し
た
食
育
部

会
を
開
催
し
、
食
育
推
進
担
当
者
を
選
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
食
育
推
進
計

画
の
完
成
を
待
っ
て
、
市
内
栄
養
教
諭
の
担
当
校
制
度
を
導
入
し
、
配
置
校

以
外
と
も
連
携
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
各
学
校
の
実
情
に
応

じ
た
食
育
に
関
す
る
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

8
0
%

□
大
幅
見
直
し

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

取
組
計
画

指
標

取
組
実
績

達
成
率

評
価

今
後
の
展
開

主
な
取
組

＜
項
目
と
目
標
値
＞

A・
B・

C

□
達
成
終
了

■
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

今
後
の
展
開

主
な
取
組

＜
項
目
と
目
標
値
＞

A・
B・

C

① 別
府
市
立
学
校
に
お
け
る

食
育
推
進
計
画
の
作
成

本
年
度
は
別
府
市
学
校
給
食
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
「
別
府
市
立
学
校
に
お
け

る
食
育
推
進
計
画
」
の
基
本
方
針
を
作
成
し
ま
す
。

学
校
給
食
運
営
委
員
会

へ
諮
問
し
、
別
府
市
立

学
校
に
お
け
る
食
育
推

進
計
画
を
作
成
す
る

　 別
府
市
学
校
給
食
運
営
委
員
会
を
３
回
開
催
し
、
委
員
会
か
ら
答
申
を
受

け
、
「
別
府
市
立
学
校
に
お
け
る
食
育
推
進
計
画
」
の
策
定
に
関
す
る
基
本

方
針
を
作
成
し
ま
し
た
。
「
別
府
市
立
学
校
に
お
け
る
食
育
推
進
計
画
」
は

次
年
度
6月

の
完
成
を
目
指
し
て
策
定
を
進
め
て
お
り
、
進
捗
状
況
は
８
０
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

8
0
%

Ｂ

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

取
組
計
画

指
標

取
組
実
績

達
成
率

評
価

事
業
目
的

別
府
市
教
育
委
員
会
は
「
別
府
市
立
学
校
に
お
け
る
食
育
推
進
計
画
」
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
く
栄
養
教
諭
を
活
用
し
た
食
育
活
動
が
充
実
す
る
よ
う
学
校
を
支
援
し
ま
す
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
< 

D
O

 >
＜

　
C

H
E

C
K

　
＞

「
学
び
、
育
つ
」
こ
と
を
重
視
し
た
教
育

主
管
課

教
育
政
策
課

施
　
策

3
安
全
で
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
学
校
づ
く
り

関
係
課

事
　
業

(3
)

小
・
中
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進

8



＜
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年
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基
本
方
針
１
（
教
育
大
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柱
１
）
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C
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N
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※
部
落
問
題
学
習
と
は
、
「
部
落
差
別
の
問
題
を
直
接
扱
う
学
習
、
及
び
、
部
落
差
別
の
問
題
を
直
接
扱
わ
ず
他
の
個
別
人
権
課
題
を
教
材
と
し
て
扱
う
学
習
に
お
い
て
も
、
被
差
別
の
立
場
に
お
か
れ
た
人
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
を
通
し

て
、
自
分
自
身
の
生
活
を
振
り
返
り
、
差
別
を
許
さ
な
い
気
持
ち
を
持
ち
、
差
別
を
無
く
し
て
い
こ
う
と
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習
」
を
い
い
ま
す
。

〇
別
府
市
人
権
教
育
・
部
落
差
別
解
消
推
進
研
究
会
（
以
下
市
人
部
研
）
と
の

共
催
に
よ
り
、
部
落
問
題
学
習
の
指
導
案
作
成
等
を
行
う
研
修
会
を
、
年
1
回
開

催
し
ま
す
。

〇
市
人
部
研
と
の
共
催
に
よ
り
、
部
落
問
題
学
習
授
業
研
究
会
（
公
開
授
業
研

究
会
）
を
、
小
学
校
1
校
、
中
学
校
1
校
を
指
定
し
て
開
催
し
ま
す
。

〇
希
望
す
る
学
校
に
指
導
主
事
等
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
部
落
問
題
学
習

の
授
業
づ
く
り
に
関
す
る
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

〇
教
職
員
一
人
ひ
と
り
が
部
落
差
別
問
題
の
理
解
を
深
め
授
業
実
践
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
市
人
部
研
と
の
協
働

に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
継
続
し
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
部
落
差
別
問
題
に
関
す
る
学
習
資
料
を
作
成
・
配
布
し
た
り
、
学
習
情
報
を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
で
教
職
員
の

「
自
ら
学
ぶ
」
を
促
進
し
ま
す
。

　
特
に
、
若
年
教
職
員
が
部
落
差
別
問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
自
ら
学
び
差
別
解
消
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
参
加
者
の
学
習
経
験
等
を
踏
ま
え
た
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。
思
い
や
疑
問
を
交
流
し
、
共
感
し
な
が
ら
理
解

を
深
め
て
い
け
る
場
を
取
り
入
れ
た
り
、
部
落
問
題
学
習
や
児
童
生
徒
の
仲
間
づ
く
り
の
実
践
を
互
い
に
交
流
し
た

り
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

〇
部
落
差
別
が
現
在
も
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
教
育
に
よ
っ
て
部
落
差
別
を
解
消
し
て
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
教
職
員
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

〇
部
落
問
題
学
習
の
授
業
に
つ
い
て
、
自
ら
学
ぶ
教
職
員
の
割
合
は
昨
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
目
標
値
に
達
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
感
染
症
予
防
に
よ
り
研
修
会
に
参
加
が
で
き
な
か
っ
た
教
員
が
多

く
、
ま
た
、
校
内
研
修
で
は
取
り
組
む
べ
き
研
修
が
多
種
多
様
化
す
る
中
で
部
落
問
題
学
習
に
取
り
組
め
な
か
っ
た
学
校

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〇
「
学
校
の
授
業
で
人
権
を
学
ん
だ
」
と
回
答
す
る
児
童
生
徒
の
割
合
は
、
昨
年
度
よ
り
小
学
校
で
２
％
、
中
学
校
で

14
％
増
加
し
て
お
り
、
教
職
員
の
部
落
差
別
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題
に
対
す
る
認
識
や
理
解
の
深
ま

り
の
も
と
、
教
職
員
の
指
導
力
が
向
上
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
依
然
、
否
定
的
回
答
は
小
学
校
で
13
％
、

中
学
校
で
17
％
あ
り
、
さ
ら
な
る
指
導
力
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

〇
授
業
や
指
導
に
不
安
を
感
じ
る
教
職
員
の
う
ち
、
若
年
教
職
員
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
若
年
教
職
員
へ
の
指
導

援
助
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

9
4
%

B

□ ■
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

② 部
落
問
題
学
習
に
関
す
る

指
導
力
の
向
上

大
幅
見
直
し

達
成
率

1
0
0
%

□

今
後
の
展
開

A

一
部
見
直
し

主
な
取
組

① 教
職
員
研
修
の
充
実

〇
管
理
職
を
対
象
に
、
部
落
差
別
解
消
推
進
法
の
歴
史
的
意
義
・
目
的
、
人
権

教
育
に
お
け
る
管
理
職
の
役
割
等
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
年
度
始
め
に
1
回
開
催

し
ま
す
。

〇
人
権
教
育
主
任
を
対
象
に
、
部
落
差
別
問
題
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
、
年
4
回

開
催
し
ま
す
。

〇
希
望
す
る
学
校
に
指
導
主
事
等
を
派
遣
し
、
部
落
差
別
問
題
に
関
す
る
内
容

や
校
内
人
権
研
修
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
の
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

取
組
計
画

A
・
B
・
C

評
価

A
・
B
・
C

達
成
率

継
続
・
拡
充

達
成
終
了

□ ■ □

事
業
目
的
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指
標

施
　
策

事
　
業

　
「
学
び
、
育
つ
」
こ
と
を
重
視
し
た
教
育
へ

別
府
市
教
育
委
員
会
は
、
教
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
部
落
差
別
問
題
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
園
児
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
※
部
落
問
題
学
習
を
実
施
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

主
管
課

共
生
社
会
実
現
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課

関
係
課

学
校
教
育
課

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞

取
組
実
績

評
価

(
4
)

3
　
安
全
で
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
学
校
づ
く
り

　
学
校
に
お
け
る
人
権
教
育
の
推
進

部
落
問
題
学
習
の
授
業

に
つ
い
て
、
自
ら
進
ん

で
発
達
段
階
に
応
じ
た

教
材
を
選
定
し
た
り
研

究
し
た
り
す
る
教
職
員

の
割
合
9
0
％

〇
「
部
落
問
題
学
習
授
業
づ
く
り
研
修
会
」

　
市
人
部
研
と
の
共
催
に
よ
り
、
8月

1日
（
月
）
に
開
催
し
、
38
名
が
参
加
し
た
。

低
・
中
・
高
・
中
学
校
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
教
材
を
活
用

し
た
指
導
案
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

〇
「
部
落
問
題
学
習
授
業
研
究
会
」

　
市
人
部
研
と
の
共
催
に
よ
り
、
小
学
校
1校

、
中
学
校
を
1校

を
指
定
し
て
公
開
授

業
研
を
行
い
ま
し
た
。
亀
川
小
学
校
は
11
月
16
日
（
水
）
に
1年

2組
、
6年

2
組
の
授

業
を
公
開
し
49
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
北
部
中
学
校
は
11
月
17
日
（
木
）
に
1
年
1
組

の
授
業
を
公
開
し
43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

〇
「
指
導
主
事
の
派
遣
」
【
再
掲
】

　
希
望
す
る
学
校
に
指
導
主
事
の
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。
小
中
学
校
校
内
研
修
（
1
2

校
、
の
べ
21
回
、
の
べ
43
5人

）

R4
年
度
別
府
市
部
落
差
別
問
題
に
関
す
る
教
職
員
取
組
調
査
に
お
い
て
「
部
落
問
題

学
習
の
授
業
に
つ
い
て
、
自
ら
進
ん
で
発
達
段
階
に
応
じ
た
教
材
を
選
定
し
た
り
研

究
し
た
り
し
た
」
と
回
答
し
た
教
職
員
の
割
合
85
％
(R
3:
82
%)

〇
「
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
度
別
府
市
立
小
・
中
学
校
長
所
長
等
人
権
教
育
・

部
落
差
別
解
消
推
進
研
修
会
」

講
師
：
足
立
　
哲
範
　
　
演
題
：
「
人
権
学
習
は
誰
の
た
め
？
～
人
権
尊

重
と
部
落
差
別
解
消
の
推
進
～
」

　
4
月
1
5
日
（
金
）
に
開
催
し
、
校
長
・
所
長
等
3
6
名
が
参
加
し
た
。
講
演

の
内
容
に
対
し
て
「
大
変
共
感
で
き
る
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
3
.
8
で
し

た
。

〇
「
人
権
教
育
主
任
会
（
研
修
会
）
」

　
年
4
回
開
催
し
、
の
べ
1
2
7
名
が
参
加
し
た
。
部
落
差
別
問
題
、
外
国
人

の
人
権
問
題
、
性
的
少
数
者
の
人
権
問
題
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
に
つ
い

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

〇
「
指
導
主
事
の
派
遣
」

　
希
望
す
る
幼
稚
園
、
学
校
等
に
指
導
主
事
の
派
遣
を
行
っ
た
。
受
講
者

数
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
幼
稚
園
人
権
研
修
（
2
回
、
の
べ
6
1
名
）
、
小

中
学
校
校
内
研
修
（
1
2
校
、
の
べ
2
1
回
、
の
べ
4
3
5
名
）
、
新
規
採
用
教
職

員
研
修
（
1
回
、
計
3
8
名
）

R
4
年
度
別
府
市
部
落
差
別
問
題
に
関
す
る
教
職
員
取
組
調
査
に
お
い
て

「
部
落
差
別
問
題
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
教
職
員
の

割
合
９
３
％
（
R
3
:
8
3
％
）

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

＜
項
目
と
目
標
値
＞

部
落
差
別
問
題
に
つ
い

て
、
理
解
し
て
い
る
教

職
員
の
割
合
９
０
％

取
組
計
画

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

9



＜
R
４
年
度
＞

基
本
方
針
１
（
教
育
大
綱
　
柱
１
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

①
別
府
市
立
学
校
業
務
改
善
計
画
に
係
る
意
見
交
換
会
の
開
催
時
期
を
再
検
討
し
、
取
組
の
検
証
と
課
題
の
把
握
を
早
め

に
行
う
こ
と
で
、
施
策
の
策
定
や
予
算
化
等
が
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

②
部
活
動
指
導
に
係
る
外
部
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
、
関
係
団
体
等
と
の
協
議
を
進
め
、
人
材
の
確
保
に
取

り
組
む
の
み
な
ら
ず
、
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
、
別
府
市
と
し
て
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

①
人
的
支
援
や
、
教
職
員
研
修
等
の
見
直
し
、
全
市
一
斉
定
時
退
勤
日
の
取
組
等
と
と
も
に
、
各
学
校
に
お
け

る
業
務
改
善
が
進
み
、
超
過
勤
務
を
行
う
職
員
の
割
合
が
減
少
し
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
者
の
意
見
を
も
と
に

必
要
な
取
組
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
部
活
動
指
導
に
係
る
外
部
人
材
の
活
用
は
、
部
活
動
顧
問
教
諭
の
超
過
勤
務
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
更
な
る
削
減
に
向
け
、
部
活
動
の
地
域
移
行
を
見
据
え
た
教
職
員
の
意
識
改

革
の
推
進
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
外
部
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
予
定
の
人
員
に
対
し
1名

の
欠
員
と
な
っ
た

た
め
、
関
係
団
等
と
の
連
携
を
更
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

8
3
.
4
%

B

□ ■
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

・
各
学
校
の
部
活
動
外
部
指
導
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
か
ら
の
登
用
や
民
間

の
競
技
団
体
か
ら
指
導
者
派
遣
の
協
力
を
受
け
、
部
活
動
指
導
員
１
１
名
を

配
置
し
ま
し
た
。
（
達
成
率
92
%）

・
民
間
企
業
に
部
活
動
指
導
を
委
託
し
、
令
和
４
年
９
月
末
か
ら
地
域
指
導

員
１
１
名
を
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
配
置
し
ま
し
た
。
（
達
成
率
10
0%
）

・
指
導
員
が
配
置
さ
れ
た
当
該
部
活
動
の
顧
問
教
諭
が
部
活
動
指
導
に
携
わ

る
時
間
を
23
.3
％
削
減
で
き
ま
し
た
。
（
達
成
率
58
.2
%）

■

② 専
門
的
な
部
活
動
指
導
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
外
部

人
材
の
活
用

大
幅
見
直
し

9
9
.
9
%

□

　 B
一
部
見
直
し

主
な
取
組

① 別
府
市
立
学
校
業
務
改
善

計
画
に
係
る
意
見
交
換
会

の
実
施
と
業
務
改
善
に
向

け
た
啓
発

・
業
務
改
善
に
向
け
た
取
組
を
効
果
的
で
実
効
性
に
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
、
別
府
市
立
学
校
業
務
改
善
計
画
に
係
る
意
見
交
換
会
を
年
間
２
回
実
施
し
、

課
題
を
明
確
に
し
ま
す
。

・
校
長
・
所
長
会
議
等
に
て
、
業
務
改
善
に
向
け
た
課
題
及
び
取
組
と
そ
の
意

義
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
共
有
と
各
学
校
の
取
組
の
推
進
に
向
け
た
啓
発
を
継

続
し
て
行
い
ま
す
。

取
組
計
画

評
価

A・
B・

C

・
各
中
学
校
に
お
い
て
既
存
の
部
活
動
外
部
指
導
者
の
中
か
ら
部
活
動
指
導
員
の

適
任
者
を
推
薦
い
た
だ
く
こ
と
や
、
競
技
団
体
等
か
ら
も
指
導
者
資
格
を
有
し
た

方
を
派
遣
い
た
だ
き
、
人
材
発
掘
に
努
め
ま
す
。

・
民
間
企
業
へ
部
活
動
指
導
を
委
託
し
、
部
活
動
指
導
に
係
る
学
校
の
負
担
軽
減

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
展
開

・
市
内
中
学
校
に
部
活

動
指
導
員
を
１
２
名
配

置 ・
民
間
企
業
委
託
に
よ

る
部
活
動
指
導
を
行
う

地
域
指
導
員
を
１
１
名

配
置

・
指
導
員
が
配
置
さ
れ

た
当
該
部
活
動
の
顧
問

教
諭
が
部
活
動
指
導
に

携
わ
る
時
間
を
４
割
削

減

継
続
・
拡
充

達
成
終
了

□ □

今
後
の
展
開

達
成
率

＜
項
目
と
目
標
値
＞

施
　
策

事
　
業

「
学
び
、
育
つ
」
こ
と
を
重
視
し
た
教
育

①
学
校
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
業
務
改
善
に
向
け
た
課
題
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
校
長
所
長
会
議
等
を
介
し
、
課
題
及
び
取
組
と
そ
の
進
捗
状
況
を
共
有
し
て
い
く
と
と
も
に
、
各
学
校
で
の
取
組
の
推
進
を
啓
発
す
る
こ
と
で
、
別
府
市

立
学
校
業
務
改
善
計
画
第
２
期
の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

②
部
活
動
指
導
員
を
効
果
的
に
配
置
し
、
市
内
各
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
活
性
化
や
質
的
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
多
忙
化
・
複
雑
化
す
る
学
校
現
場
で
の
教
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

主
管
課

学
校
教
育
課

関
係
課

(1
)4

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
取
組
の
推
進

教
職
員
の
業
務
改
善
の
推
進

取
組
実
績

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

事
業
目
的

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

・
１
か
月
の
時
間
外
在

校
等
時
間
４
５
時
間
超

過
の
職
員
の
割
合

２
２
％
未
満

８
０
時
間
超
過
の
教
職

員
の
割
合

１
．
５
％
未
満

・
第
１
回
意
見
交
換
会
を
８
月
に
実
施
し
、
意
見
に
基
づ
く
改
善
案
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
人
的
支
援
や
IC
T等

の
活
用
に
係
る
令
和
５
年
度
予
算
に
繋

げ
ま
し
た
。
第
２
回
意
見
交
換
会
は
３
月
に
紙
面
開
催
と
し
、
改
善
内
容
を

共
有
の
う
え
、
再
度
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。

・
「
全
市
一
斉
定
時
退
勤
日
」
や
超
過
勤
務
の
実
態
、
意
見
交
換
会
で
の
意

見
を
校
長
・
所
長
会
議
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
の
取
組
の
推
進
に

つ
い
て
啓
発
し
ま
し
た
。

・
超
過
勤
務
を
行
っ
た
職
員
の
割
合
（
R4
.4
～
R5
.1
）

　
４
５
超
時
間
以
上
：
22
.2
％
＜
99
.7
％
達
成
＞

　
（
R3
同
期
間
：
24
.5
％
）

　
８
０
超
時
間
以
上
：
1.
3％

＜
10
0.
2％

達
成
＞

　
（
R3
同
期
間
：
2.
5％

）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

< 
D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

指
標

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞

取
組
計
画

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

達
成
率

評
価

A・
B・

C

10



＜
R
４
年
度
＞

基
本
方
針
２
（
教
育
大
綱
　
柱
２
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

地
域
に
学
び
、
地
域
で
育
み
、
地
域
を
創
る
教
育

主
管
課

学
校
教
育
課

施
　
策

1
地
域
社
会
と
学
校
の
連
携
・
協
働
の
推
進

関
係
課

社
会
教
育
課

事
　
業

(1
)

子
ど
も
の
学
び
を
支
援
す
る
地
域
教
育
力
の
活
用

事
業
目
的

　
別
府
市
教
育
委
員
会
は
、
学
校
運
営
協
議
会
が
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現
及
び
学
校
の
課
題
解
決
や
学
校
・
地
域
・
保
護
者
の
目
指
す
子
ど
も
像
の
実
現
等
の
た
め
の
熟
議
の
場
と
な
る
よ
う
に
助
言
等
を
行
い
、
学
校
と
地
域
住
民
が

力
を
合
わ
せ
て
学
校
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
< 

D
O

 >
＜

　
C

H
E

C
K

　
＞

今
後
の
展
開

主
な
取
組

＜
項
目
と
目
標
値
＞

A・
B・

C

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議

会
が
設
置
さ
れ
た
学
校
）

の
取
組
に
対
し
て
助
言
・

支
援
を
行
う
。

　
中
学
校
区
連
絡
会
や
学
校
運
営
協
議
会
に
指
導
主
事
・
社
会
教
育
主
事
を
派
遣

し
、
学
校
と
地
域
と
の
連
携
や
取
組
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
好
事
例
の
紹
介
や

啓
発
方
法
等
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

学
校
評
価
に
お
い
て

「
地
域
と
協
働
し
た
取

組
が
十
分
に
で
き
た
」

と
回
答
し
た
学
校
の
割

合
：

９
０
％
以
上

　
中
学
校
区
連
絡
会
や
学
校
運
営
協
議
会
に
指
導
主
事
・
社
会
教
育
主
事
を

延
べ
１
９
校
に
１
０
人
派
遣
し
、
他
校
（
校
区
）
の
取
組
事
例
や
啓
発
方
法

等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
学
校
運
営
協
議
会
の
意
見
に
基
づ
き
、
不
登

校
生
徒
へ
の
支
援
と
し
て
「
登
校
支
援
ル
ー
ム
の
設
置
」
や
「
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
」
「
親
の
会
」
を
開
始
し
た
学
校
や
、
子
ど
も
と
学
校
運
営
協
議
会
と

の
話
し
合
い
か
ら
、
そ
の
中
で
出
た
要
望
を
市
に
届
け
、
通
学
路
の
改
善
に

繋
げ
た
学
校
も
あ
り
ま
す
。

「
地
域
と
協
働
し
た
取
組
が
十
分
に
で
き
た
」
と
回
答
し
た
学
校
の
割
合
：

９
５
％

1
0
0
%

A

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

取
組
計
画

指
標

取
組
実
績

達
成
率

評
価

□
達
成
終
了

■
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

取
組
計
画

指
標

取
組
実
績

達
成
率

評
価

今
後
の
展
開

主
な
取
組

＜
項
目
と
目
標
値
＞

A・
B・

C

②
□

達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

評
価

今
後
の
展
開

主
な
取
組

＜
項
目
と
目
標
値
＞

A・
B・

C

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

取
組
計
画

指
標

取
組
実
績

達
成
率

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

各
学
校
で
、
学
習
支
援
や
実
技
支
援
、
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
参
加
・
協
力
、
学
校

環
境
の
整
備
等
へ
の
参
加
・
協
力
等
、
地
域
と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
評
価
が
十
分
で
な

い
学
校
で
は
、
学
校
か
ら
保
護
者
や
地
域
へ
向
け
て
の
広
報
の
難
し
さ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
学

校
で
の
各
種
活
動
が
定
着
し
て
き
た
半
面
、
形
骸
化
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

中
学
校
区
連
絡
会
、
学
校
運
営
協
議
会
に
指
導
主
事
ま
た
は
社
会
教
育
主
事
を
派
遣
し
、
学
校
や
地
域
と
の
連
携
や
取

組
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
啓
発
方
法
に
つ
い
て
の
助
言
や
取
組
及
び
取
組
指
標
の
見
直
し
や
好
事
例
の
紹
介
等
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
の
形
骸
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
活
動
の
見
直
し
や
地
域
が
目
指
す
子
ど
も
像
の
共
通

理
解
等
に
つ
い
て
助
言
し
ま
す
。

□
達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

③
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＜
R
４
年
度
＞

基
本
方
針
２
（
教
育
大
綱
　
柱
２
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

  
  

  
 <

 D
O

 >
＜

　
C

H
E

C
K

　
＞

指
標

 ＜
 P

L
A

N
 ＞

評
価

取
組
計
画

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

事
業
目
的

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

＜
項
目
と
目
標
値
＞

・
未
来
創
生
塾
(放

課
後
学
習
)は

、
1,
09
0
人
の
参
加
(昨

年
87
8人

)
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
児
童
の
減
少
が
見
ら
れ
る
学
校
も
あ
り
ま
し
た
が
、
小
学

校
13
校
で
実
施
で
き
ま
し
た
。
（
東
山
小
未
実
施
）

・
中
部
中
学
校
区
で
は
、
36
6人

(昨
年
31
2
人
)の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

取
組
実
績

学
校
支
援
に
参
画
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
延
べ
人

数
の
割
合
対
前
年
度
の

10
％
増

・
学
校
に
お
け
る
地
域
学
校
協
働
活
動
(学

校
で
の
ﾎﾞ
ﾗﾝ
ﾃｨ
ｱ)
は
2,
59
3人

の
参
加
(昨

年
1,
76
7人

)

・
中
部
子
ど
も
応
援
ﾌﾟ
ﾛｼ
ﾞｪ
ｸﾄ
(地

域
学
校
協
働
本
部
）
を
中
心
に
、
職
業

講
話
、
地
域
清
掃
、
学
校
課
題
の
解
消
に
取
組
み
ま
し
た
。
参
加
人
数
は

1,
15
8人

（
昨
年
56
2人

）
で
し
た
。

施
　
策

事
　
業

地
域
に
学
び
、
地
域
で
育
み
、
地
域
を
創
る
教
育

「
育
て
別
府
っ
子
！
　
地
域
の
力
で
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
の
大
人
が
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
交
流
を
深
め
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
し
、
地
域
み
ん
な
で
子
ど
も
を
育
て
る
地
域
社
会
の
形
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

モ
デ
ル
事
業
（
教
育
魅
力
化
事
業
）
と
し
て
中
部
中
、
境
川
小
、
別
府
中
央
小
に
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
を
委
嘱
し
、
中
部
中
学
校
に
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
よ
り
密
に
し
、
教
育
環
境
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

主
管
課

社
会
教
育
課

関
係
課

学
校
教
育
課

(2
)1

地
域
社
会
と
学
校
の
連
携
・
協
働
の
推
進

地
域
教
育
力
の
活
性
化

継
続
・
拡
充

達
成
終
了

□ □ □

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

➀ 学
校
に
お
け
る
地
域
学
校

協
働
活
動
(ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
等
)
の
実
施
・
拡
充

取
組
計
画

主
に
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
（
学
校
が
所
管
す
る
活
動
）
に
、
地
域
住
民
の
参

画
を
促
し
、
子
ど
も
の
学
び
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
「
地
域
の
子
ど

も
た
ち
は
地
域
で
育
て
よ
う
」
と
す
る
機
運
を
高
め
、
地
域
の
教
育
力
を
高
め
ま

す
。

中
部
中
学
校
区
に
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
学
校
と
地
域

の
つ
な
が
り
を
よ
り
密
に
し
ま
す
。
連
絡
協
議
会
を
毎
月
１
回
実
施
し
、
地
域
学

校
協
働
活
動
推
進
員
と
学
校
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

取
組
計
画

➁ 未
来
創
生
塾
(放

課
後
ト
ラ

イ
)
の
実
施
・
魅
力
化

A・
B・

C

評
価

A・
B・

C

大
幅
見
直
し

達
成
率

□

今
後
の
展
開

一
部
見
直
し

達
成
率

今
後
の
展
開

達
成
率

今
後
の
展
開

1
0
0
%

A

A・
B・

C

評
価

達
成
終
了

■
継
続
・
拡
充

□ □
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

➀
➁
授
業
支
援
は
iP
ad
操
作
、
校
区
探
検
の
見
守
り
、
読
み
聞
か
せ
、
ミ
シ
ン
な
ど
、
様
々
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
授
業
支
援
と
は
異
な
り
、
「
言
語
」
に
係
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
支
援
が
よ
り
入
り
や
す
く
す
る
た

め
に
は
、
学
校
教
育
課
と
の
連
携
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
区
分
け
な
ど
が
必
要
で
す
。

ど
ん
な
場
面
で
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の
か
を
明
確
に
し
、
ﾎﾞ
ﾗﾝ
ﾃｨ
ｱの

参
画
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
と
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
毎
月
1回

行
わ
れ
る
連
絡
会
の

持
ち
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

➀
➁
授
業
支
援
は
iP
a
d操

作
、
校
区
探
検
の
見
守
り
、
読
み
聞
か
せ
、
ミ
シ
ン
等
、
様
々
な
場
面
で
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
と
楽
し
く
時
間
を
使
い
な
が
ら
宿
題
や
補
充
プ
リ
ン
ト
等
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
の
た
め
に
、
地
域
・
学
校
の
理
解
を
深
め
、
さ
ら
に

協
働
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

モ
デ
ル
事
業
で
は
、
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
核
と
な
り
、
1中

学
校
2小

学
校
の
推
進
員
と
密
に
連
絡
を
取

り
な
が
ら
、
学
校
へ
の
働
き
か
け
が
進
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
画
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
と
子
ど
も
が
つ
な
が
り
顔
見
知
り
や
行
事
へ
の
参
加
が
増
え
ま
し
た
。
統
括
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
と
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

達
成
終
了

■
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

1
0
0
%

A

□
公
民
館
な
ど
の
地
域
が
主
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
補
充
学
習
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
を
と
お
し
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
と
地
域
の
教
育
力
を
高
め
ま
す
。

中
部
中
学
校
区
に
て
、
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

が
子
ど
も
た
ち
の
補
充
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
学
校
と
地
域
の
つ
な
が

り
を
よ
り
密
に
し
ま
す
。

公
民
館
で
の
支
援
に
参

画
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

延
べ
人
数
の
割
合
対
前

年
度
の
10
％
増
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＜
R
４
年
度
＞

基
本
方
針
２
（
教
育
大
綱
　
柱
２
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

③
参
加
児
童
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
ど
ん
な
体
験
活
動
を
や
り
た
い
の
か
ニ
ー
ズ
調
査
が
必
要
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
取
り
組
む
事
業
と
し
て
進
め
ま
す
。

④
活
動
の
継
続
や
拡
充
を
図
る
た
め
に
は
、
公
民
館
の
本
事
業
担
当
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
は
と
て
も
重
要
で

す
。
研
修
や
対
話
の
時
間
を
確
保
し
、
事
業
の
目
的
や
推
進
の
仕
方
を
相
互
に
理
解
し
合
い
、
よ
り
よ
い
事
業
実

施
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

取
組
計
画

主
な
取
組

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

③
公
民
館
で
、
子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
体
験
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
子
ど
も
と
地
域
の
方
々
が
つ
な
が
り
、
安
心
・
安
全
な
場
と
し
て
活
動
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
す
。

④
市
民
が
自
発
的
に
、
主
体
的
に
課
題
解
決
の
た
め
に
行
動
す
る
姿
が
本
事
業
で
み
ら
れ
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
と
言
え
ま
す
。
今
後
は
、
活
動
の
継
続
や
拡
充
が
課
題
で
す
。

□
大
幅
見
直
し

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

□ ■

A
 

□ □

取
組
計
画

④ 家
庭
教
育
支
援
部
会
(地

域
住
民
の
参
画
を
促

し
、
家
庭
教
育
に
関
す

る
学
習
機
会
の
提
供
や

保
護
者
へ
の
相
談
対

応
、
情
報
提
供
等
を
行

う
家
庭
教
育
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
織

す
る
こ
と
)
の
実
施
・
拡

充

令
和
３
年
度
の
終
了
の
時
点
で
市
内
４
中
学
校
区
で
活
動
。
今
年
度
は
、
市

内
７
中
学
校
区
で
の
実
施
を
目
指
し
ま
す
。
各
チ
ー
ム
で
、
地
域
住
民
が
集

い
、
各
々
の
関
心
か
ら
学
習
機
会
を
持
っ
た
り
、
情
報
交
換
等
を
し
た
り
す

る
活
動
を
促
し
ま
す
。
参
加
し
た
住
民
が
、
学
び
得
た
こ
と
を
今
後
の
生
活

や
地
域
活
動
に
活
か
し
た
い
と
思
う
こ
と
に
繋
げ
る
取
組
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

取
組
実
績

達
成
率

評
価

今
後
の
展
開

A・
B・

C

達
成
終
了

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

③ 小
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
教

室
(
子
ど
も
夢
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
世
代
間
交
流
の
講

座
)
の
実
施

公
民
館
で
の
支
援
に

参
画
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
延
べ
人
数
の

割
合
対
前
年
度
の

10
％
増

1
0
0
%

公
民
館
な
ど
の
地
域
が
主
と
な
り
、
子
ど
も
の
放
課
後
や
休
日
・
長
期
休
業

中
の
安
心
・
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
と
様
々
な
生
活
体
験
・
自
然
体
験
活

動
、
交
流
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
と
お
し
、
子
ど
も
の
健
全
育
成

と
地
域
の
教
育
力
を
高
め
ま
す
。

小
学
生
ﾁｬ
ﾚﾝ
ｼﾞ
教
室
(公

民
館
で
の
体
験
活
動
）
は
1,
30
3人

の
参
加
(昨

年
10
78
人
）

取
組
と
し
て
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
、
ダ
ン

ス
、
調
理
、
お
菓
子
、
茶
道
、
書
道
、
押
し
花
工
作
、
工
作
・
木
工
、

竹
工
芸
、
絵
画
・
造
形
、
手
芸
、
な
ど

取
組
計
画

指
標

取
組
実
績

達
成
率

＜
項
目
と
目
標
値
＞

継
続
・
拡
充

評
価

□
一
部
見
直
し

一
部
見
直
し

大
幅
見
直
し

今
後
の
展
開

□
達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

今
年
度
は
、
チ
ー
ム
数
は
増
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
１
中
学

校
区
で
は
参
加
者
が
自
ら
企
画
運
営
す
る
講
演
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
講
演
会
の
内
容
は
、
主
に
不
登
校
の
子
ど
も
の
保
護
者
を
対
象

に
、
抱
え
る
課
題
の
解
決
の
き
っ
か
け
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
目
的

で
、
講
師
講
話
と
当
事
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
２
中
学
校
区
の
参
加
者
が
本
教
育
委
員
会
主
催
の
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
自
ら
進
ん
で
参
加
す
る
と

い
っ
た
行
動
変
容
も
見
ら
れ
、
地
域
教
育
力
の
向
上
に
貢
献
す
る
姿
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
今
後
の
生
活
や
地
域

活
動
に
活
か
し
た
い
と
思
う
と
の
回
答
が
９
８
%

取
組
実
績

達
成
率

A・
B・

C

指
標

＜
項
目
と
目
標
値
＞

参
加
者
の
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
で
今
後
の
生

活
や
地
域
活
動
に
活

か
し
た
い
と
思
う
と

の
回
答
が
９
０
%以

上
。

1
0
0
%

指
標

＜
項
目
と
目
標
値
＞

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

評
価

A・
B・

C

A

□
達
成
終
了

■
継
続
・
拡
充

今
後
の
展
開

「
育
て
別
府
っ
子
！
　
地
域
の
力
で
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
の
大
人
が
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
交
流
を
深
め
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
し
、
地
域
み
ん
な
で
子
ど
も
を
育
て
る
地
域
社
会
の
形
成
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
モ
デ
ル
事
業
（
教
育
魅
力
化
事
業
）
と
し
て
中
部
中
、
境
川
小
、
別
府
中
央
小
に
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
を
委
嘱
し
、
中
部
中
学
校
に
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
を

よ
り
密
に
し
、
教
育
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞
 <

 D
O

 >
＜

　
C

H
E

C
K

　
＞

事
業
目
的

関
係
課

地
域
に
学
び
、
地
域
で
育
み
、
地
域
を
創
る
教
育

主
管
課

社
会
教
育
課

施
　
策

1
地
域
社
会
と
学
校
の
連
携
・
協
働
の
推
進

事
　
業

(2
)

地
域
教
育
力
の
活
性
化
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＜
R
４

年
度

＞

基
本
方
針
２
（
教
育
大
綱
　

柱
２

）

＜
 
A
C
T
I
O
N
 
＞

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

①
開
催
日
時
の
見
直
し
や

他
団

体
と

の
連

携
に

よ
る

広
報

の
工

夫
や

拡
充

に
よ

り
、

よ
り

多
く

の
方

の
参

加
を

促
し

、
ま

た
、
学
び
を
参
加
者
の
生

活
や

地
域

活
動

へ
の

実
行

動
に

繋
げ

て
い

る
か

の
実

態
把

握
を

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
り

行
い

、
そ

の
結
果
に
よ
り
、
更
な
る
施

策
が

必
要

で
す

。
②

講
座

内
容

や
実

施
時

間
な

ど
の

更
な

る
見

直
し

や
広

報
の

工
夫

、
拡

充
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後

の
課

題
で

す
。

ま
た

、
よ

り
よ

い
事

業
実

施
に

は
公

民
館

の
担

当
職

員
の

研
修

と
対

話
に

よ
る

相
互
理
解
が
今
後
も
必
要
で

す
。

（
事

業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

取
組

計
画

主
な
取
組

③ 事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

①
に
関
し
て
は

、
必

要
な

方
へ

の
学

び
の

場
の

提
供

が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
び
を
参
加
者
が
生
活

や
地
域
活
動
へ

の
実

行
動

に
繋

げ
て

い
く

こ
と

が
課

題
で

す
。
②
に
関
し
て
は
、
講
座
内
容
の
見
直
し
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
参
加

が
ほ

と
ん

ど
な

か
っ

た
２

０
－

５
０

代
の

年
代
参
加
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で
、
そ
の

こ
と
に
よ
り
事

業
目

的
の

達
成

に
近

づ
け

る
こ

と
が

で
き

た
と
言
え
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
参
加
者
の
年
代
の

偏
り
が
ま
だ
ま

だ
大

き
く

、
過

渡
期

の
状

態
で

あ
る

と
言

え
ま
す
。

□
大

幅
見

直
し

（
事

業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

□ □

C

■ □

取
組

計
画

② 湯
の
ま
ち
学
び
の
カ

レ
ッ
ジ
（
成
人
を
対
象

に
、
別
府
市
の
生
活
・

地
域
の
今
日
的
な
課
題

解
決
に
向
け
た
学
習
機

会
を
提
供
）
の
実
施

学
び

を
地

域
活

動
に

還
元

し
、

課
題

解
決

で
き

る
力
を
育
み
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
同

士
の

交
流

を
通

し
て

、
生

き
が

い
を

見
つ

け
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
研
修

内
容

の
講

座
を

市
内

公
民

館
７

館
で

年
間

８
回

（
一
部
３
回
）
実
施
し
ま
す
。
研
修
内

容
の

具
体

は
、

地
域

を
知

る
公

民
館

の
担

当
者

と
相
談
の
上
、
選
定
し
ま
す
。
参
加
者

は
受

講
に

よ
り

、
学

ん
だ

こ
と

を
今

後
の

生
活

や
地
域
活
動
に
活
か
す
こ
と
に
繋
げ
て

も
ら

う
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

取
組

実
績

達
成

率
評

価
今

後
の

展
開

A・
B・

C

達
成

終
了

（
事

業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

① 子
育
て
応
援
講
座
（
子

育
て
世
代
の
保
護
者
や

子
ど
も
た
ち
の
活
動
に

関
わ
る
人
に
対
し
て
、

家
庭
教
育
に
関
わ
る
今

日
的
な
課
題
解
決
の
た

め
の
学
習
機
会
を
提

供
）
の
実
施

参
加
者
の
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
で
今
後
の
生

活
や
地
域
活
動
に
活

か
し
た
い
と
思
う
と

の
回
答
が
９
０
%以

上
。

1
0
0
%

Ｐ
Ｔ

Ａ
活

動
や

地
域

に
お

け
る

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
や
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
育
ち
に

つ
な

げ
地

域
み

ん
な

で
子

育
て

を
す

る
こ

と
を

め
ざ
す
研
修
内
容
の
講
座
を
年
間
７
回

実
施

し
ま

す
。

研
修

内
容

の
具

体
は

、
参

加
者

の
ニ
ー
ズ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
選
定
し

ま
す

。
参

加
者

は
受

講
に

よ
り

、
学

ん
だ

こ
と

を
今
後
の
生
活
や
地
域
活
動
に
活
か
す

こ
と

に
繋

げ
て

も
ら

う
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

動
員
は
行
わ
ず
、
自
発
的
な
参
加

を
案

内
し

、
年

間
７

回
の

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。
年
間
参
加
者
３
６
０
名
。

・
６
月
「
マ
マ
も
子
ど
も
も
自
分

ら
し

く
心

豊
か

に
生

き
る

社
会

を
」

・
７
月
「
子
ど
も
た
ち
の
ど
う
伝

え
る

？
性

教
育

に
つ

い
て

」
・
８
月
「
そ
の
時
、
あ
な
た
は
ど

う
す

る
？

私
た

ち
に

で
き

る
防

災
」

・
９
月
「
う
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

あ
り

が
と

う
」

・
10

月
「
SD

GS
な
取
組
み
　
環
境
に

や
さ

し
い

”
み

つ
ろ

う
ラ

ッ
プ

”
」

・
11

月
「
多
文
化
共
生
を
考
え
る
～

地
域

で
一

緒
に

育
も

う
～

」
・
２
月
合
同
閉
講
式
「
映
画
『
人

生
ド

ラ
イ

ブ
』

」
上

映
会

及
び

本
作

監
督

ミ
ニ

　
ト
ー
ク
。

参
加
者
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
今

後
の

生
活

や
地

域
活

動
に

活
か

し
た

い
と

思
う

と
の
回
答
が
９
５
%。

取
組

計
画

指
標

取
組

実
績

達
成

率
＜
項
目
と
目
標
値
＞

継
続

・
拡

充

評
価

□
一

部
見

直
し

一
部

見
直

し

大
幅

見
直

し

今
後

の
展

開

□
達

成
終

了
□

継
続

・
拡

充

年
間
参
加
者
１
３
７
０
名
。

<１
０
代

４
名

２
０

代
６

名
３

０
代

２
８

名
４

０
代

６
９

名
５

０
代

８

１
名
６
０
代
２
６
５
名
７
０
代
５
４
４
名
８

０
代

２
５

０
名

９
０

代
６

名
以

上
不

明
５

４
名

>
市

内
７

公
民
館
で
合
計
４
９
講
座
実
施
。
（

５
１

講
座

実
施

予
定

で
あ

っ
た

が
、

２
講

座
中

止
）
２
月
に
子
育
て
応
援
講
座
・

べ
っ

ぷ
子

育
て

La
bo
と

合
同

で
閉

講
式

を
実

施
。

講
座
内
容
は
、
３
分
野
で
実
施
。

①
別

府
を

知
ろ

う
(1
)企

業
・

温
泉

等
５

講
座

(2
)

別
府
の
歴
史
５
講
座
②
地
域
の
課

題
を

解
決

し
よ

う
(1
)防

災
に

つ
い

て
考

え
る

５
講

座
(2

)人
権
に
つ
い
て
考
え
る
６
講

座
(3
)そ

の
他

４
講

座
③

く
ら

し
を

豊
か

に
く

ら
し
に
彩
り
を
(1

)課
題
解
決
９
講
座

(2
)健

康
・

運
動

５
講

座
(3
)生

き
が

い
・

楽
し

み
１
２
講
座

参
加
者
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
今

後
の

生
活

や
地

域
活

動
に

活
か

し
た

い
と

思
う

と
の
回
答
が
５
２
%

取
組

実
績

達
成

率
A・

B・
C

指
標

＜
項
目
と
目
標
値
＞

参
加
者
の
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
で
今
後
の
生

活
や
地
域
活
動
に
活

か
し
た
い
と
思
う
と

の
回
答
が
９
０
%以

上
。

5
8
%

指
標

＜
項
目
と
目
標
値
＞

□
一

部
見

直
し

□
大

幅
見

直
し

評
価

A・
B・

C

A

□
達

成
終

了

■
継

続
・

拡
充

今
後

の
展

開

活
力
あ
る
社
会

の
構

築
と

今
日

的
な

課
題

解
決

に
向

け
た

人
生
各
期
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

＜
 
P
L
A
N
 
＞

<
 
D
O
 
>

＜
　

C
H
E
C
K
　

＞

事
業
目
的

関
係

課

地
域

に
学

び
、

地
域

で
育

み
、

地
域

を
創
る
教
育

主
管

課
社

会
教

育
課

施
　
策

2
誰
も
が

学
ぶ

こ
と

の
で

き
る

機
会

を
つ

く
る

、
人

と
人
と
が
つ
な
が
る
社
会
教
育
の
推
進

事
　
業

(1
)

活
力
の

あ
る

社
会

の
構

築
と

今
日

的
な

課
題

解
決

に
向
け
た
人
生
各
期
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
ぶ
機
会
の
提
供

14



＜
R
４
年
度
＞

基
本
方
針
２
（
教
育
大
綱
　

柱
２

）

＜
 
A
C
T
I
O
N
 
＞

関
係

課
健

康
推

進
課

地
域

に
学

び
、

地
域

で
育

み
、

地
域

を
創
る
教
育

主
管

課
社

会
教

育
課

施
　
策

2
誰
も
が

学
ぶ

こ
と

の
で

き
る

機
会

を
つ

く
る

、
人

と
人
と
が
つ
な
が
る
社
会
教
育
の
推
進

事
　
業

(2
)

子
ど
も

の
読

書
活

動
の

推
進

子
ど
も
の
読

書
活

動
推

進
計

画
（

第
３

次
）

を
基

に
、

い
つ

で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
本
と
関
わ
り
が
持
て
る
環
境
の
整
備
と
さ
ら
な
る
充
実
や
子
ど
も
と
本

を
つ

な
ぐ

あ
ら

ゆ
る

取
組

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
自

発
的

に
本

に
親

し
む

子
ど
も
た
ち
を

育
み

ま
す

。

＜
 
P
L
A
N
 
＞

<
 
D
O
 
>

＜
　

C
H
E
C
K
　

＞

事
業
目
的

□
一

部
見

直
し

□
大

幅
見

直
し

評
価

A・
B・

C

A

□
達

成
終

了

■
継

続
・

拡
充

今
後
の
展
開

健
康
推
進
課
主
催
の
別
府
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ

れ
る

１
歳

６
ヶ

月
児
健
康
診
査
時
に
本
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
２

月
と

１
月

で
１

０
２
人
の
対
象
者
に
実
施
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

１
歳

６
ケ

月
児

健
康

診
査
時
以
外
の
絵
本
贈
呈
窓
口
を
社
会
教
育
課
と

市
立

図
書

館
に

設
置

し
ま
し
た
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
広
報
を
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

市
報
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ま
た
新
聞
な
ど
に
取
り
上
げ
て

も
ら

い
実

施
し

ま
し

た
。
参
加
者
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
２
歳
６

ヶ
月

児
健

康
診

査
時

で
実
施
予
定
。

取
組
実
績

達
成

率
A・

B・
C

指
標

＜
項
目
と
目
標
値
＞

参
加
者
の
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
本
を
よ

ん
で
あ
げ
た
い
、
あ

げ
て
い
る
と
回
答
す

る
保
護
者
の
割
合
が

30
％
以
上
。

指
標

＜
項
目
と
目
標
値
＞

継
続

・
拡

充

評
価

□
一

部
見

直
し

一
部

見
直

し

大
幅

見
直

し

今
後
の
展
開

□
達

成
終

了

■
継

続
・

拡
充

（
事

業
目

的
達

成
に

向
け

た
）

主
な
取
組

① 子
ど
も
司
書
養
成
講
座

の
実
施

参
加
者
の
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
読
書
の

良
さ
を
広
め
た
い
と

回
答
す
る
参
加
者
の

割
合
が
80

％
以
上
。

1
0
0
%

子
ど

も
の

読
書

活
動

を
活

性
化

さ
せ

る
た

め
、

大
分
県
「
令
和
４
年
度
子
ど

も
司

書
育

成
事

業
」

を
活

用
し

、
県

立
図

書
館

や
市
立
図
書
館
で
司
書
の
役

割
を

学
ぶ

講
座

を
実

施
し

、
学

校
や

地
域

の
図

書
館
で
読
書
の
良
さ
を
広
め

た
い

と
自

発
的

に
活

動
を

行
う

「
子

ど
も

読
書

リ
ー
ダ
ー
」
（
子
ど
も
司

書
）

を
育

成
し

ま
す

。

今
年
度
の
受
講
者
数
は
、
１
２
名
（
市
内
小
学

校
５

・
６

年
生

対
象
）
。
内
容
は
、
県
立
図
書
館
で
の
研
修
２
回

、
市

立
図

書
館

で
の

実
習
２
回
、
子
ど
も
読
書
サ
ミ
ッ
ト
、
子
ど
も
司

書
認

定
式

な
ど

を
実

施
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
読
書
の
良
さ

を
広

め
た

い
と

回
答

す
る
参
加
者
の
割
合
：
１
０
０
％

取
組

計
画

指
標

取
組
実
績

達
成

率
＜
項
目
と
目
標
値
＞

（
事

業
目

的
達

成
に

向
け

た
）

主
な
取
組

□ ■
測

定
不

可
能

□ □

取
組

計
画

② ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

の
実
施

幼
少

期
の

読
書

習
慣

の
形

成
や

大
人

の
意

識
改

革
（
本
の
良
さ
を
知
り
、
子

ど
も

に
読

み
聞

か
せ

す
る

な
ど

の
行

動
を

す
る

大
人
を
増
や
す
）
を
目
的

に
、

市
内

在
住

の
す

べ
て

の
赤

ち
ゃ

ん
と

保
護

者
に
絵
本
を
開
く
楽
し
い
体

験
を

絵
本

と
と

も
に

手
渡

す
事

業
を

実
施

し
ま

す
。

取
組
実
績

達
成

率
評

価
今
後
の
展
開

A・
B・

C

達
成

終
了

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

主
な
取
り
組
み
①
に
関
し
て
は
、
認

定
さ

れ
た

子
ど

も
司

書
の

活
動

の
場

の
充

実
。

③
に

関
し

て
は

、
子

ど
も

の
読
書
活
動
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
会

「
ぶ

っ
く

る
」

（
社

会
教

育
課

事
務

局
）

の
自

立
に

向
け

た
支
援
。
②
に
関
し
て
は
、
定
着
の
た

め
の

事
業

継
続

。
ま

た
、

更
な

る
事

業
推

進
や

拡
充

の
た

め
、

子
ど

も
の

読
書
活
動
推
進
協
議
会
（
仮
）
の
立
ち

上
げ

や
学

校
教

育
と

の
連

携
に

よ
る

事
業

企
画

実
施

な
ど

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

（
事

業
目

的
達

成
に

向
け

た
）

取
組

計
画

主
な
取
組

③ 子
ど
も
の
読
書
活
動
応

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研

修
会
や
交
流
会
の
場
を

提
供

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

主
な
取
り
組

み
①

③
に

関
し

て
は

、
実

績
数

値
に

表
れ

て
い

る
よ
う
に
、
本
に
関
し
て
興
味
関
心
の
高

い
方
へ
の
更

な
る

学
び

を
得

る
場

と
し

て
、

成
果

を
あ

げ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
今
後
は
、
子
ど
も
の

読
書
活
動
推

進
・

持
続

し
て

い
く

た
め

、
参

加
者

の
活

躍
の

場
の
充
実
や
自
立
し
た
活
動
へ
ど
の
よ
う

に
し
て
促
し

て
い

く
か

が
課

題
で

す
。

②
に

関
し

て
は

、
本

に
興
味
・
関
心
が
低
い
方
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
場
と
な

っ
て

い
る

た
め

、
子

ど
も

の
読

書
活

動
推

進
の

拡
充
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
言

え
ま
す
。
さ

ら
に

活
動

を
拡

充
し

て
い

く
に

は
、

他
関

係
各

所
と
の
連
携
が
必
要
で
す
。

□
大

幅
見

直
し

市
内

（
学

校
や

図
書

館
、

公
民

館
等

）
で

活
動

す
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
推

進
に

関
係

す
る

団
体

・
グ

ル
ー

プ
が

相
互

に
連

携
を
図
り
な
が
ら
お
互
い
学

び
あ

い
、

す
べ

て
の

子
ど

も
に

、
生

き
る

力
と

育
む
本
と
の
出
会
い
の
機
会

を
与

え
ら

れ
る

環
境

や
人

材
を

育
成

し
て

い
き

ま
す
。

参
加
者
の
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
研
修
が

読
書
活
動
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
活
か
せ
る

と
回
答
す
る
参
加
者

の
割
合
が
80

％
以

上
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
内

容
の

研
修

会
を

実
施

し
ま
し
た
。
１
回
目
は
、
学
校
司
書
さ
ん
と
中
学

生
ビ

ブ
リ

オ
バ

ト
ル

全
国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
「
本
を
紹
介
す
る
方
法
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
や

ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
を
学
ぼ
う
」
２
回
目
は
、
ス
ト
ー
リ

ー
テ

リ
ン

グ
の

会
代

表
に
よ
る
「
お
は
な
し
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

～
ス

ト
ー

リ
ー

テ
リ

ン
グ
を
と
お
し
て
～
」
３
回
目
は
、
高
橋
館
長
に

学
ぼ

う
「

絵
本

で
子

育
て
・
読
み
聞
か
せ
絵
本
の
選
び
方
」
４
回
目
は

、
絵

本
作

家
き

う
ち

か
つ
さ
ん
の
講
演
「
ぼ
く
の
絵
本
が
で
き
る
ま
で

」
と

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
「
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
　
へ
び
の
た
ま
ご
」
の

内
容

で
４

回
実

施
し

ま
し
た
。

参
加
者
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
研
修
が
読
書

活
動

や
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に
活
か
せ
る
と
回
答
す
る
参
加
者
の
割
合
：
９

５
％

1
0
0
%

A

15



＜
R
４

年
度

＞

基
本
方

針
２

（
教

育
大

綱
　

柱
２

）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞(1
)3

「
ふ
る

さ
と

別
府

」
を

探
求

す
る

学
び

の
推

進

「
別
府

学
」

の
推

進

参
加

者
の

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
で

、
講

座
を

受
講

し
て

別
府

の
歴

史
や

文
化

に
対

し
て

知
識

を
深

め
る

こ
と

が
出

来
た

回
答

し
た

参
加

者
９

０
%以

上

「
湯

け
む

り
歴

史
講

座
」

を
４

回
開

催
し

、
参
加
者
は
２
４
１
名
で
し
た
。

ま
た

、
１

講
座

に
つ

い
て

は
、

Yo
uT
ub
eで

配
信
し
ま
し
た
。

参
加

者
の

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
で

、
講

座
を

受
講
し
て
別
府
の
歴
史
や
文
化
に

対
し

て
知

識
を

深
め

る
こ

と
が

出
来

た
回

答
し
た
参
加
者
８
２
％

8/
18
　

 文
化

的
景

観
と

別
府

の
温

泉
文

化
（
４
８
名
）

9/
8 
　

 弥
生

時
代

か
ら

古
墳

時
代

の
赤

色
顔
料
（
５
６
名
）

11
/1
0　

貝
原

益
軒

が
見

た
別

府
（

７
３

名
）

12
/8
 　

流
川

文
学

-文
人

墨
客

が
描

く
流

川
界
隈
（
６
４
名
）

　
　

　
 ※

（
後

日
Yo
uT
ub
eに

て
配

信
）

取
組

計
画

指
標

取
組

実
績

＜
項

目
と

目
標

値
＞

各
学

校
で

は
、

「
別

府
学

」
学

習
資

料
を

活
用
し
た
別
府
学
を
全
学
年
に
お

い
て

５
時

間
以

上
実

施
す

る
よ

う
、

年
度

当
初
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
各

学
期

末
ご

と
に

各
校

担
当

者
へ

実
施

時
間

等
の
確
認
を
行
い
、
計
画
の
着
実

な
履

行
を

支
援

し
ま

し
た

。
郷

土
別

府
に

対
し

て
ほ

こ
り

や
愛

着
を

持
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
８

４
％

（
「

別
府

学
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
」
令
和
4年

11
月
、
公
立
小
学

校
第

5・
6学

年
か

ら
公

立
中

学
校

全
学

年
 
3,
61
2人

を
対
象
に
実
施
）

指
標

取
組

実
績

＜
項

目
と

目
標

値
＞

＜
項

目
と

目
標

値
＞

事
業

目
的

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

< 
D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

指
標

施
　

策

事
　

業

地
域

に
学

び
、

地
域

で
育

み
、

地
域

を
創
る

教
育

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、

各
学

校
で

行
わ

れ
る

別
府

市
の

歴
史

、
温

泉
、

観
光

、
伝

統
文

化
や

先
人

の
功

績
等

を
学

ぶ
「

別
府

学
」

の
実

施
を

支
援

し
ま

す
。

ま
た

、
別

府
の

自
然

や
観

光
、

温
泉

、
歴

史
、

伝
統

、
文

化
と

そ
れ

に
携

わ
る

人
々

の
工

夫
や

努
力

を
知

り
、

「
ふ

る
さ

と
別

府
」

を
探

求
す

る
学

び
を

進
め

ま
す
。

主
管
課

学
校
教
育
課

関
係
課

社
会
教
育
課

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞

取
組

実
績

評
価

・
郷

土
別

府
に

対
し

て
ほ

こ
り

や
愛

着
を

持
っ

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

70
％

以
上

継
続
・
拡
充

達
成
終
了

□ ■ □

③

取
組

計
画

（
事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

）

主
な

取
組

（
事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

）

主
な

取
組

（
事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

）

主
な

取
組

① 「
別
府

学
」

学
習

資
料

等
を

活
用

し
た

授
業

の
支

援

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

、
特

別
活

動
、

各
教

科
に

お
い

て
「

別
府

学
」

学
習

資
料
の

活
用

を
し

、
計

画
的

に
学

習
を

進
め

る
よ

う
指

導
・

支
援

し
ま

す
。

② 「
湯
け

む
り

歴
史

講
座

」
を

学
び

の
場

と
し

て
実

施

取
組

計
画

様
々

な
視

点
か

ら
別

府
を

見
る

こ
と

で
「

ふ
る

さ
と

別
府

」
を

よ
り

深
く

知
る

た
め
に

、
「

湯
け

む
り

歴
史

講
座

」
を

年
に

４
回

実
施

し
、

温
泉

、
歴

史
、

伝
統

、
文
化

と
そ

れ
に

か
か

わ
る

人
々

の
工

夫
や

努
力

を
学

び
進

め
ま

す
。

A・
B・

C

評
価

A・
B・

C

大
幅
見
直
し

達
成
率

1
0
0
%

□

今
後

の
展

開

A
一
部
見
直
し

達
成
率

今
後

の
展

開

達
成
率

今
後

の
展

開

9
1
%

B

□ □
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

A・
B・

C

評
価

達
成
終
了

■
継
続
・
拡
充

事
業
目

的
達

成
に

向
け

た
成

果
と

課
題

今
後

の
方

向
性

と
改

善
策

①
の

取
組

に
つ

い
て

、
今

後
は

、
授
業
内
容
を
よ
り
充
実
す
る
た
め
に
、
授
業
に
お
い
て
発
表
す
る
な
ど
の
学
ん
だ
こ

と
を

互
い

に
交

流
す

る
な

ど
学

習
内
容
の
工
夫
を
支
援
し
ま
す
。
　
②
の
取
組
で
は
、
講
座
内
容
を
よ
り
参
加
型
に
す

る
な

ど
講

座
の

進
め

方
等

に
つ

い
て
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
の

取
組

に
よ

り
、

各
学

校
に

お
け

る
教

育
課

程
へ

の
位

置
づ

け
や

資
料

の
活

用
は

定
着

し
て

お
り

、
児

童
生

徒
の

郷
土

別
府

に
対

す
る

愛
着

も
高

ま
り

が
み

ら
れ

ま
す

が
、

よ
り

良
い

取
組

と
す

る
た

め
に

は
、

各
学

校
の

学
習

内
容

の
質

を
高

め
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 
 ②

の
取

組
で

は
、

参
加

者
の

８
２

％
が

別
府

の
歴

史
や

文
化

に
対

し
て

知
識

を
深

め
る

こ
と

が
出

来
た

回
答

し
、

一
定

の
成

果
は

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

ま
す

が
、

講
座

の
内

容
を

工
夫

し
、

さ
ら

に
多

く
の

参
加

者
の

知
識

を
深

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

□

16



＜
R
４
年
度
＞

基
本
方
針
２
（
教
育
大
綱
　
柱
２
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

今
後
の
展
開

A
・
B
・
C

評
価

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

Ａ
Ｐ
Ｕ
と
連
携
し
て
、
多
様
な
人
と
交
流
す
る
機
会
等
を
企
画
・
実
施
を
継
続
し
ま
す
。
様
々
な
地
域
の
生
活
や
文

化
を
知
っ
た
り
、
様
々
な
考
え
方
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
広
い
視
野
と
寛
容
な
態
度
の
育
成
や
、
共
に

活
動
す
る
中
に
自
分
の
可
能
性
に
気
づ
い
た
り
、
別
府
の
よ
さ
を
発
信
し
た
り
す
る
等
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会

に
主
体
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
力
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
深
化
す
る
よ
う
交
流
活
動
の
内
容
を
吟
味
し
て
い

き
ま
す
。

令
和
５
年
度
も
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
６
人
を
全
小
中
学
校
に
計
画
的
に
派
遣
し
、
小
学
校
外
国
語
活
動
・

外
国
語
科
や
中
学
校
英
語
科
の
授
業
等
で
担
任
や
教
科
担
任
と
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
授
業
を
行
う
よ
う
に

し
ま
す
。
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
材
作
成
の
工
夫
や
児
童
生
徒
へ
の
適

切
な
個
別
支
援
等
に
つ
い
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

小
学
生
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
体
験
学
習
、
中
学
生
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
体
験
留
学
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
学

校
派
遣
の
３
つ
の
多
様
な
人
と
交
流
す
る
機
会
等
を
企
画
し
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
多
様
な
価
値

観
や
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
人
の
こ
と
を
知
り
た
い
、
多
様
な
価
値
観
や
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
人
と
一
緒

に
活
動
し
た
い
、
と
も
に
9
0
％
以
上
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
に
主
体
的
に
関
わ

ろ
う
と
す
る
力
の
育
成
に
概
ね
つ
な
が
る
活
動
が
実
施
で
き
た
と
言
え
ま
す
。

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
６
人
を
全
小
中
学
校
に
派
遣
し
、
小
学
校
外
国
語
活
動
・
外
国
語
科
や
中
学

校
英
語
科
の
授
業
等
の
授
業
補
助
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
外
国
語
指
導
助
手
の
個
別
の
指
導
・
支
援
は
、
児

童
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
だ
り
、
自
信
を
も
っ
て
自
己
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
に
有
効
で
し

た
。

達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

□

大
幅
見
直
し

達
成
率

1
0
0
%

□

今
後
の
展
開

A

一
部
見
直
し

継
続
・
拡
充

達
成
終
了

□ ■ □

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

① 留
学
生
等
と
の
交
流
活
動

の
実
施

小
学
生
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
体
験
学
習
に
よ
り
、
小
学
６
年
生
を
対
象
に
Ａ
Ｐ
Ｕ

学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
を
企
画
し
、
全
小
学
校
で
年
１
回
実
施
し
ま
す
。

中
学
生
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
体
験
留
学
に
よ
り
、
希
望
す
る
中
学
生
を
対
象
に
Ａ

Ｐ
Ｕ
学
生
と
の
交
流
活
動
を
企
画
し
、
夏
季
休
業
中
２
日
間
で
実
施
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
学
校
派
遣
に
よ
り
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生
が
全
小
中
学
校
を

年
２
回
訪
問
し
、
園
児
児
童
生
徒
と
交
流
活
動
を
行
い
ま
す
。

３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
児
童
生
徒
に
「
多
様
な
価
値
観
や

考
え
方
を
持
っ
て
い
る
人
の
こ
と
を
知
り
た
い
か
」
「
多
様
な
価
値
観
や
考
え

方
を
持
っ
て
い
る
人
と
一
緒
に
活
動
し
た
い
か
」
を
質
問
し
、
事
業
の
達
成
を

検
証
し
ま
す
。

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
６
人
を
配
置
し
、
小
学
校
外
国
語
活
動
・
外
国

語
科
や
中
学
校
英
語
科
の
授
業
等
で
授
業
補
助
を
行
い
ま
す
。
小
学
校
は
年
間

各
学
級
１
６
時
間
、
中
学
校
は
２
４
時
間
以
上
派
遣
し
ま
す
。

こ
れ
ら
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
、
広
い
視
野
と
寛
容
な
態
度
を
醸
成
し
た
り
、

自
ら
の
可
能
性
に
気
づ
い
た
り
、
別
府
の
よ
さ
を
発
信
し
た
り
す
る
機
会
を
意

図
的
に
仕
組
む
こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
に
主
体
的
に
関
わ
ろ

う
と
す
る
力
を
育
成
し
ま
す
。

A
・
B
・
C

達
成
率

取
組
計
画

指
標

＜
項
目
と
目
標
値
＞

市
内
全
小
学
校
で
、
６
年
生
を
対
象
に
小
学
生
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
体
験
学

習
に
よ
る
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ａ

Ｐ
Ｕ
学
生
は
出
身
国
等
を
、
小
学
生
は
学
校
や
別
府
市
を
紹
介
し
合
い
ま

し
た
。

８
月
１
８
日
、
１
９
日
に
社
会
福
祉
会
館
で
中
学
生
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
体

験
留
学
を
実
施
し
、
２
４
人
の
中
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生
が
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
市
内
全
小
中
学
校
を
年

２
回
訪
問
し
、
学
校
が
企
画
し
た
交
流
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
多
様
な
価
値
観
や
考
え
方
を
持
っ
て
い
る

人
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
う
児
童
生
徒
の
割
合
９
６
．
７
％
、
多
様
な

価
値
観
や
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
人
と
一
緒
に
活
動
し
た
い
と
思
う
児
童

生
徒
の
割
合
９
４
．
８
％
で
し
た
。

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
６
人
を
全
小
中
学
校
に
計
画
的
通
り
に
派

遣
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
学
校
外
国
語
活
動
・
外
国
語
科
や
中
学

校
英
語
科
の
授
業
等
で
担
任
や
教
科
担
任
と
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

で
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
教
員
の
要
望
に
応
じ
て
授
業
の
準
備
や
補
助
を

し
た
り
、
外
国
語
指
導
助
手
の
長
所
を
い
か
し
な
が
ら
指
導
・
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

・
多
様
な
価
値
観
や
考

え
方
を
持
っ
て
い
る
人

の
こ
と
を
知
り
た
い
と

思
う
児
童
生
徒
の
割
合

7
0
％
以
上

・
多
様
な
価
値
観
や
考

え
方
を
持
っ
て
い
る
人

と
一
緒
に
活
動
し
た
い

と
思
う
児
童
生
徒
の
割

合
7
0
％
以
上

・
小
学
校
は
1
学
級
年

1
6
時
間
以
上
、
中
学
校

は
1
学
級
年
2
4
時
間
以

上
の
派
遣
を
実
施
し
た

学
校
の
割
合
1
0
0
％
以

上

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞

取
組
実
績

評
価

(
1
)

4

＜
項
目
と
目
標
値
＞

取
組
計
画

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

< 
D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

指
標

施
　
策

事
　
業

地
域
に
学
び
、
地
域
で
育
み
、
地
域
を
創
る
教
育

別
府
市
教
育
委
員
会
は
、
多
様
な
人
と
交
流
す
る
機
会
等
を
企
画
し
、
様
々
な
地
域
の
生
活
や
文
化
を
知
っ
た
り
、
様
々
な
考
え
方
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
広
い
視
野
と
寛
容
な
態
度
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
共
に
活
動
す
る

中
に
自
分
の
可
能
性
に
気
づ
い
た
り
、
別
府
の
よ
さ
を
発
信
し
た
り
す
る
機
会
を
意
図
的
に
組
み
込
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
に
主
体
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

主
管
課

学
校
教
育
課

関
係
課

国
際
的
な
感
覚
を
育
む
学
び
の
推
進

国
際
理
解
教
育
の
推
進

事
業
目
的
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＜
R
４

年
度

＞

基
本
方

針
３

（
教

育
大

綱
　

柱
３

）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞(1
)1

生
涯
学

べ
る

学
び

の
場

の
創

造
と

社
会

教
育

活
動

を
推
進

す
る

環
境

の
整

備

少
年
自

然
の

家
施

設
の

整
備

「
今

後
の

活
動

や
生

活
に

活
か

し
た

い
」

と
回

答
す

る
利

用
者

の
割

合
90
％

以
上

・
幼

稚
園

の
み

の
日

帰
り

で
の

活
動

で
は

あ
っ
た
が
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
秋

見
つ

け
等

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

ま
し

た
。

(お
じ

か
利

用
団

体
12
団

体
：

７
幼

稚
園

、
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
、
教
育
相
談

セ
ン

タ
ー

、
ボ

ー
イ

ス
カ

ウ
ト

、
別

府
っ

子
推
進
委
員
：
10
0％

）
・

出
前

講
座

と
し

て
出

向
き

、
ア

イ
ス

ブ
レ
イ
キ
ン
グ
や
公
園
で
の
自
然
ビ

ン
ゴ

、
竹

ば
し

、
コ

マ
づ

く
り

、
ク

リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
、
ミ
ニ
門
松
な
ど

を
、

幼
稚

園
、

小
学

校
、

中
学

校
、

別
府

市
PT
A連

合
会
な
ど
で
実
施
す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
(出

前
講

座
10
団

体
：

１
幼

稚
園

、
４

小
学
校
、
１
中
学
校
、
ふ
れ
あ
い

ル
ー

ム
、

２
公

民
館

、
別

府
市

PT
A連

合
会
：
10
0％

）

取
組

計
画

指
標

取
組

実
績

＜
項

目
と

目
標

値
＞

整
備

計
画

策
定

業
務

委
託

の
契

約
事

業
者

と
事
業
ス
キ
ー
ム
、
概
算
事
業
費

の
検

討
を

行
い

、
市

内
小

中
学

校
に

ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後

は
、

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
調

査
を

実
施

す
る
計
画
で
し
た
が
、
事
業
者
決

定
が

当
初

計
画

よ
り

遅
れ

た
た

め
、

計
画

策
定
が
次
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

指
標

取
組

実
績

＜
項

目
と

目
標

値
＞

＜
項

目
と

目
標

値
＞

事
業

目
的

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

< 
D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

指
標

施
　

策

事
　

業

次
代

を
生

き
抜

く
力

を
育

む
教

育
環

境
の
整

備

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、

青
少

年
健

全
育

成
の

場
と

し
て

、
宿

泊
学

習
施

設
の

機
能

を
維

持
す

る
よ

う
整

備
基

本
計

画
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、
子

ど
も

た
ち

に
家
庭
や
学
校
で
は
得
が
た
い
自
然
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

主
管
課

社
会
教
育
課

関
係
課

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞

取
組

実
績

評
価

本
年

度
中

の
基

本
計

画
策

定
完

了

継
続
・
拡
充

達
成
終
了

□ □ ■

取
組

計
画

（
事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

）

主
な

取
組

（
事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

）

主
な

取
組

（
事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

）

主
な

取
組

① 少
年
自

然
の

家
お

じ
か

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

基
本

計
画

の
策

定

こ
れ

ま
で

の
宿

泊
学

習
施

設
と

し
て

の
機

能
を

維
持

す
る

こ
と

を
優

先
し

た
整

備
基
本

計
画

を
策

定
し

ま
す

。

② 自
然
体

験
活

動
の

実
施

取
組

計
画

自
然

の
家

の
ア

ス
レ

チ
ッ

ク
利

用
や

、
公

民
館

・
学

校
等

に
出

向
き

、
自

然
体

験
活
動

(自
然

ビ
ン

ゴ
、

竹
ば

し
、

コ
マ

づ
く

り
等

)を
実

施
し

ま
す

。

A・
B・

C

評
価

A・
B・

C

大
幅
見
直
し

達
成
率

5
0
%

□

今
後

の
展

開

C
一
部
見
直
し

達
成
率

今
後

の
展

開

達
成
率

今
後

の
展

開

1
0
0
%

A

□ □
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

A・
B・

C

評
価

達
成
終
了

■
継
続
・
拡
充

事
業
目

的
達

成
に

向
け

た
成

果
と

課
題

今
後

の
方

向
性

と
改

善
策

公
園

・
志

高
湖

・
神

楽
女

湖
周

辺
を
利
用
し
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
自
然
ビ
ン
ゴ
を
月
に
1回

実
施
し
て
い
き
た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

学
校

で
で

き
る
工
作
や
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
キ
ン
グ
を
要
望
に
応
え
ら
れ
る
だ
け
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

 今
後

、
宿

泊
体

験
学

習
の
で
き
る
施
設
と
し
て
残
す
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

自
然

体
験

活
動

を
少

年
自

然
の

家
・

公
民

館
・

公
園

・
学

校
で

実
施

し
た

こ
と

で
、

改
め

て
「

体
験

」
す

る
こ

と
の

よ
さ

が
子

ど
も

や
大

人
に

伝
わ

り
ま

し
た

。
「

体
験

」
で

き
る

機
会

を
、

今
後

も
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。

達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

□
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＜
R
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年
度

＞

基
本
方
針
３
（
教
育
大
綱
　
柱
３
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

今
後
の
方
向
性
と

改
善
策

・
別

府
市

版
総

合
戦

略
（

平
成

27
年

度
策

定
）

に
新

図
書

館
整

備
を

掲
げ

て
以

来
、

ま
ず

新
図

書
館

を
新

設
す

る
こ

と
を

知
っ

て
も

ら
っ

た
う

え
で

、
図

書
館

事
業

に
関

わ
る

「
関

わ
り

し
ろ

」
を

増
や

す
た

め
に

様
々

な
取

り
組

み
を

進
め

て
き

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

開
館

ま
で

の
期

間
は

、
現

在
の

図
書

館
を

活
用

し
て

幅
広

い
利

用
価

値
・

存
在

意
義

を
知

っ
て

も
ら

い
、

開
館

後
に

図
書

館
の

利
用

目
的

を
さ

ら
に

拡
充

す
る

た
め

の
助

走
期

間
と

し
て

事
業

を
進

め
ま

す
。

・
具

体
的

な
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
と

し
て

、
令

和
5年

度
は

、
今

年
度

策
定

し
た

施
設

設
計

を
も

と
に

建
設

工
事

に
着

工
し

、
令

和
7年

度
末

の
開

館
を

目
指

し
ま

す
。

 開
館

ま
で

の
３

年
間

は
、

引
続

き
、

市
民

参
加

型
会

議
の

開
催

に
よ

り
市

民
が

主
体

と
な

る
図

書
館

を
目

指
し

て
対

話
を

進
め

、
機

運
の

醸
成

を
図

り
、

今
以

上
に

幅
広

く
利

用
価

値
・

存
在

意
義

に
対

す
る

理
解

を
促

し
ま

す
。

・
蔵

書
構

成
を

は
じ

め
詳

細
な

現
状

分
析

に
よ

る
ニ

ー
ズ

把
握

を
根

拠
と

し
た

利
用

促
進

を
図

る
と

と
も

に
、

本
を

借
り

る
と

い
う

利
用

目
的

だ
け

で
は

な
く

、
図

書
館

が
地

域
課

題
の

解
決

や
市

民
一

人
ひ

と
り

の
自

己
実

現
を

支
え

る
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

拠
点

と
な

る
よ

う
に

調
査

、
研

究
を

行
い

、
活

発
に

利
用

さ
れ

る
図

書
館

を
整

備
し

ま
す

。

【
成
果
】

①
令
和
3年

度
か
ら
2か

年
に

わ
た

り
、

利
用

者
の

視
点

を
重

視
し

た
管

理
運

営
計

画
を

策
定

し
そ

れ
を

反
映

し
た

活
用

し
や

す
い

施
設

設
計

の
実

現
を

図
り

ま
し

た
。

②
市
民
参
加
型
の
会
議

の
開

催
に

よ
り

市
民

と
共

に
新

し
い

公
共

空
間

を
つ

く
る

意
義

に
つ

い
て

理
解

と
共

有
が

図
れ

ま
し

た
。

③
市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会

動
向

に
柔

軟
に

対
応

し
た

蔵
書

構
成

に
よ

り
、

貸
出

冊
数

の
増

加
に

つ
な

が
る

要
因

の
一

つ
に

な
っ

た
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
【
課
題
】

　
・
図
書
館
登
録
者
数

及
び

貸
出

数
と

も
に

目
標

未
到

達
で

あ
り

、
現

状
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
つ

い
て

改
善

が
必

要
で

す
。

　
・
利
用
の
動
機
付
け

に
つ

な
げ

登
録

者
数

を
増

加
さ

せ
る

た
め

に
は

、
図

書
館

が
、

「
本

を
貸

し
出

す
」

以
外

に
、

地
域

課
題

の
解

決
な

ど
新

し
い

時
代

に
求

め
ら

れ
る

機
能

や
役

割
を
持
つ
拠
点
で
あ
る
こ

と
を

知
っ

て
も

ら
う

取
組

が
不

十
分

で
し

た
。

達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

■
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

84
%

B

□
新
図
書

館
開

設
に

向
け

、
よ

り
多

く
の

市
民

が
活

発
に

利
用
し
た
く
な
る
よ
う
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
社

会
動
向

に
柔

軟
に

対
応

し
た

蔵
書

計
画

を
立

案
し

て
資

料
整
理
し
ま
す
。

具
体
的

に
は

、
出

版
年

が
古

い
図

書
を

適
切

に
除

籍
し

、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
新
規
購
入
し
ま

す
。

ニ
ー
ズ

に
合

っ
た

図
書

の
新

陳
代

謝
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、
令
和
８
年
度
に
市
民
１
人
当
た
り
の
貸

出
冊
数

５
冊

を
目

標
に

段
階

的
に

増
や

し
て

い
き

ま
す

。

市
民
１
人
当
た
り
の
貸

出
冊
数
：
2.
5冊

達
成
率

今
後

の
展

開

90
%

B

□ ■
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

A・
B・

C

評
価

達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

A・
B・

C

評
価

A・
B・

C

大
幅
見
直
し

達
成
率

10
0%

□

今
後

の
展

開

A
一
部
見
直
し

達
成
率

今
後

の
展

開

③
新
図
書
館
開
設
に
向
け

た
蔵
書
の
整
理

取
組

計
画

（
事

業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事

業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事

業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

①
新
図
書
館
の
設
計
及
び

管
理
運
営
計
画
の
策
定

新
図
書

館
は

行
政

直
営

の
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

部
門

と
、

民
間
運
営
の
民
間
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
連
携

し
、
相

乗
効

果
を

生
み

出
す

公
民

連
携

に
よ

る
管

理
運

営
を
行
う
た
め
、
設
計
段
階
か
ら
利
用
者
の

視
点
を

重
視

し
た

管
理

運
営

計
画

を
策

定
し

、
そ

れ
を

反
映
し
た
活
用
し
や
す
い
施
設
設
計
の
実
現

を
図
る

。

②
市
民
参
加
型
会
議
の
開

催

取
組

計
画

新
図
書

館
等

建
設

に
向

け
、

構
想

段
階

か
ら

市
民

の
参

画
を
促
し
、
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
機

能
や
役

割
に

つ
い

て
共

有
を

図
り

ま
す

。
具
体
的

に
は

、
全

市
民

を
対

象
と

し
た

オ
ー

プ
ン

プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
会
議
や
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
対

象
と

し
た

会
議

を
実

施
し

ま
す

。
こ
れ
に

よ
り

、
図

書
館

は
「

本
を

貸
し

出
す

」
以

外
に

、
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
新
し
い
時
代
に
求

め
ら
れ

る
機

能
や

役
割

を
持

つ
拠

点
で

あ
る

こ
と

を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
価
値
や

存
在
意

義
を

理
解

し
て

図
書

館
利

用
の

動
機

付
け

に
つ

な
げ
、
令
和
８
年
度
に
図
書
館
の
登
録
者
数

６
０
，

０
０

０
人

を
目

標
に

段
階

的
に

増
や

し
て

い
き

ま
す
。

利
用
者
視
点
を
重
視
し

た
管
理
運
営
計
画
及
び

そ
れ
を
反
映
し
た
施
設

設
計
の
完
成
：
令
和
４

年
度
末

継
続
・
拡
充

達
成
終
了

■ □ □

事
業
目
的

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

< 
D

O
 >

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

指
標

施
　
策

事
　
業

次
世

代
を

生
き

抜
く

力
を

育
む

教
育

環
境

の
整
備

　
市
民
と
の
対
話

を
通

し
て

、
開

館
ま

で
に

加
速

的
に

利
用

登
録

者
数
や
一
人
当
た
り
の
貸
出
冊
数
が
増
加
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
拠
点
で
あ
り
、
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
機
能
を
備
え
、
活
発
に
利
用
さ
れ
る
新
図
書
館

を
整
備
し
ま
す
。

主
管
課

教
育
政
策
課

関
係
課

社
会
教
育
課

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞

取
組
実
績

評
価

市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
動
向
に
柔
軟
に
対

応
し
な
が
ら
出
版
年
に
応
じ
た
適
切
な
除
籍
、

限
ら
れ
た
予
算
内
で
の
新
規
購
入
を
行

い
図
書
資
料
の
新
陳
代
謝
を
図
っ
た
結
果
、
一

人
当
た
り
の
貸
出
冊
数
（
+0
.0
4冊

）
は

増
加
し
、
活
発
な
利
用
が
見
ら
れ
た
も
の

の
、
目
標
値
ま
で
は
到
達
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

市
民
１
人
当
た
り
の
貸
出
冊
数
：
２
.１

１
冊
（
見
込
み
）

(2
)1

生
涯
学

べ
る

学
び

の
場

の
創

造
と

社
会

教
育

活
動

を
推

進
す

る
環
境
の
整
備

新
図
書

館
の

整
備

・
管

理
・

運
営

図
書
館
の
登
録
者
数
：

35
,0
00
人

多
世
代
の
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
方
が
参
加
し
た
Vo
l.
9で

は
新
図
書
館

の
カ
タ
チ
や
役
割
に
つ
い
て
共
有
が
図

れ
ま
し
た
。
ま
た
市
民
参
加
型
図
書
館
の
先
進

地
で
あ
る
伊
万
里
市
民
図
書
館
の
関
係

者
を
招
い
た
Vo
l.
10
で
は
新
図
書
館
に
お
け
る

市
民
主
体
の
市
民
参
加
型
事
業
の
企
画

・
運
営
に
つ
い
て
理
解
と
共
有
が
図
れ
ま
し

た
。

〇
Vo
l.
9:
「
わ
た
し
た
ち
の
図
書
館
」

、
令
和
4年

5月
20
日
（
金
）
、
参
加
者
31
人

〇
Vo
l.
10
:「

つ
な
ぎ
、
ひ
ろ
が
る
図
書

館
」
、
令
和
5年

2月
22
日
（
水
）
、
参
加
者

28
人

上
記
2回

の
市
民
参
加
型
の
会
議
は
新
図

書
館
開
館
に
向
け
て
の
機
運
醸
成
に
寄
与
し

た
と
と
も
に
、
市
民
の
立
場
で
、
新
図

書
館
の
整
備
ひ
い
て
は
図
書
館
事
業
に
関
わ
る

「
関
わ
り
し
ろ
」
の
認
識
共
有
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
図
書
館
登
録
者
数

の
増
加
（
1,
26
8人

）
に
貢
献
し
た
も
の

の
、
目
標
値
ま
で
は
到
達
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

図
書
館
の
登
録
者
数
：
３
１
，
５
５
０

人
（
見
込
み
）

取
組

計
画

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

管
理
運
営
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
障
が
い
当
事
者
の
意
見
聴
取

を
実
施
し
、
利
用
者
の
視
点
を
重
視
し

ま
し
た
。

更
に
図
書
館
建
設
、
運
営
に
精
通
し
て

い
る
専
門
家
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
活

用
し
や
す
い
施
設
設
計
の
実
現
が
図
れ

ま
し
た
。

利
用
者
視
点
を
重
視
し
た
管
理
運
営
計

画
及
び
そ
れ
を
反
映
し
た
施
設
設
計
は
４
年
度

末
に
完
成
の
見
込
み

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

＜
項
目
と
目
標
値
＞
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＜
R
４
年
度
＞

基
本
方
針
３
（
教
育
大
綱
　
柱

３
）

＜
 
A
C
T
I
O
N
 
＞

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

　
今
後
は
、
例
え
ば
、
今

回
オ

ン
ラ

イ
ン

に
て

大
型

提
示

装
置

活
用

研
修

を
実

施
し

た
よ

う
に

、
教

職
員

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

の
活
用
ス
キ
ル
の
向
上
等

、
改

善
策

の
主

軸
を

ハ
ー

ド
面

か
ら

ソ
フ

ト
面

の
充

実
に

移
し

て
い

き
ま

す
。

　
小
中
学
校

の
普

通
教

室
の

大
型

提
示

装
置

整
備

率
が

１
０

０
％
と
な
り
、
当
初
の
目
的
を
達
成
し
ま
し
た
。

達
成

終
了

□
継

続
・

拡
充

□
一

部
見

直
し

□
大

幅
見

直
し

□

達
成

率
今
後
の
展
開

□ □
一

部
見

直
し

□
大

幅
見

直
し

A・
B・

C

評
価

達
成

終
了

□
継

続
・

拡
充

A・
B・

C

評
価

A・
B・

C

大
幅

見
直

し

達
成

率

1
0
0
%

□

今
後
の
展
開

A
一

部
見

直
し

達
成

率
今
後
の
展
開

③

取
組

計
画

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

① 大
型
提
示
装
置
の
整
備

ま
と

め
た

内
容

の
比

較
提

示
や

グ
ル

ー
プ

調
べ

学
習
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の

学
習

活
動

等
で

活
用

で
き

る
よ

う
、

新
た

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
大
型
提

示
装

置
を

購
入

し
、

整
備

し
ま

す
。

②

取
組

計
画

各
小
中
学
校
の
普
通
教

室
に
お
け
る
大
型
提
示

装
置
の
整
備
率
10

0％

継
続

・
拡

充

達
成

終
了

■ □ □

事
業
目
的

 
<
 
D
O
 
>

＜
　

C
H
E
C
K
　

＞

指
標

施
　
策

事
　
業

次
代

を
生

き
抜

く
力

を
育

む
教

育
環
境
の
整
備

別
府
市
教
育

委
員

会
は

、
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
に
向
け
た
授
業
の
実
現
と
、
情
報
や
情
報
手
段
を
主
体
的
に
選
択
し
活
用
し
て
い
く
情
報
活
用

能
力

の
育

成
を

支
援

す
る

一
環

と
し

て
、

大
型

提
示

装
置

の
整

備
を

進
め

ま
す

。

主
管

課
教

育
政

策
課

関
係

課
学

校
教

育
課

＜
 
P
L
A
N
 
＞

取
組

実
績

評
価

(1
)2

こ
れ
か

ら
の

時
代

に
求

め
ら

れ
る

情
報

活
用

能
力

の
育
成
を
図
る
I
C
T環

境
の
整
備

学
校
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

の
た

め
の

環
境

整
備

取
組

計
画

指
標

取
組

実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

　
令
和
５
年
２
月
上
旬
ま
で
に
各
小

中
学

校
の

普
通

教
室

に
お

い
て

、
大

型
提
示
装
置
が
不
足
若
し
く
は
経
年
劣

化
に

よ
り

更
新

時
期

を
迎

え
た

も
の

全
９
７
台
に
つ
い
て
、
新
た
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

等
を

購
入

・
整

備
す

る
と

と
も
に
、
１
月
下
旬
に
は
活
用
に
向
け

て
の

研
修

も
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

ま
し
た
。

指
標

取
組

実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

＜
項
目
と
目
標
値
＞
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＜
R
４

年
度

＞

基
本

方
針

３
（

教
育

大
綱

　
柱

３
）

＜
 
A
C
T
I
O
N
 
＞

事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

成
果

と
課

題

今
後

の
方

向
性

と
改

善
策

地
域

住
民

の
I
C
T
リ

テ
ラ

シ
ー

向
上

に
よ

る
デ

ジ
タ

ル
デ

バ
イ

ド
の

解
消

に
寄

与
す

る
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。
当

初
の

予
定

通
り

、
地

区
公

民
館

外
７

施
設

に
お

け
る

公
衆

無
線

L
A
N
を

整
備

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

達
成

終
了

□
継

続
・

拡
充

□
一

部
見

直
し

□
大

幅
見

直
し

□

達
成

率
今

後
の

展
開

□ □
一

部
見

直
し

□
大

幅
見

直
し

A
・

B
・

C

評
価

達
成

終
了

□
継

続
・

拡
充

A
・

B
・

C

評
価

A
・

B
・

C

大
幅

見
直

し

達
成

率

1
0
0
%

□

今
後

の
展

開

A
一

部
見

直
し

達
成

率
今

後
の

展
開

③

取
組

計
画

（
事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

）

主
な

取
組

（
事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

）

主
な

取
組

（
事
業

目
的

達
成

に
向

け
た

）

主
な

取
組

① 地
区

公
民

館
外

７
施

設
に

お
け

る
公

衆
無

線
L
A
N
の

整
備

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

に
よ

る
事

業
者

選
定

を
行

い
、

公
民

館
に

「
W
i
-
F
i
」

と
い

う
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

通
信

の
手

段
を

整
備

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
公

民
館

が
地

域
の

「
情

報
発

信
拠

点
」

「
防

災
拠

点
」

「
あ

ら
ゆ

る
世

代
が

集
う

場
所

」
を

担
う

こ
と

が
目

的
と

な
る

よ
う

、
実

施
体

制
・

ス
ケ

ー
ジ

ュ
ー

ル
調

整
を

行
い

ま
す

。

②

取
組

計
画

本
年

度
中

に
対

象
施

設
す

べ
て

の
供

用
開

始

継
続

・
拡

充

達
成

終
了

■ □ □

事
業

目
的

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<
 
D
O
 
>

＜
　

C
H
E
C
K
　

＞

指
標

施
　

策

事
　

業

次
代

を
生

き
抜

く
力

を
育

む
教

育
環

境
の

整
備

別
府

市
教

育
委

員
会

は
、

地
域

住
民

の
新

し
生

活
様

式
へ

の
対

応
を

推
進

し
て

い
く

と
と

も
に

、
施

設
の

利
便

性
に

よ
る

若
い

世
代

の
公

民
館

利
用

の
促

進
、

災
害

時
の

通
信

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
利

用
す

る
た

め
、

公
衆

無
線

L
A
N
環

境
を

整
備

し
ま

す
。

主
管

課
社

会
教

育
課

関
係

課

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜

 
P
L
A
N
 
＞

取
組

実
績

評
価

(
2
)

2
こ

れ
か

ら
の

時
代

に
求

め
ら

れ
る

情
報

活
用

能
力

の
育

成
を

図
る

I
C
T
環

境
の

整
備

社
会

教
育

施
設

に
お

け
る

I
C
T
活

用
の

た
め

の
環

境
整

備

取
組

計
画

指
標

取
組

実
績

＜
項

目
と

目
標

値
＞

６
月

に
事

業
者

選
定

を
行

い
、

以
降

、
事

業
者

に
よ

る
各

施
設

の
調

査
、

光
回

線
工

事
、

W
i
-
F
i
整

備
工

事
を

経
て

、
３

月
に

供
用

開
始

の
予

定
と

な
っ

て
い

ま
す

。

指
標

取
組

実
績

＜
項

目
と

目
標

値
＞

＜
項

目
と

目
標

値
＞
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＜
R
４
年
度
＞

基
本
方
針
３
（
教
育
大
綱
　
柱
３
）

＜
 A

C
T

IO
N

 ＞

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

　
令
和
４
年
７
月
に
、
安
全
・
安
心
で
栄
養
素
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
お
い
し

い
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
、
食
育
や
地
産
地
消
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、

別
府
市
の
求
め
る
水
準
を
達
成
で
き
る
要
件
を
備
え
た
業
者
と
委
託
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
別
府
市
が
目
指
す
給
食
の
提
供
が
で
き
る
よ

う
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
栄
養
教
諭
等
と
の
協
議
会
は
今
年
度
２
回
開
催
し
、
地
場
産
物
の

活
用
や
献
立
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
別
府
市
学
校
給
食
運
営

委
員
会
を
今
年
度
３
回
開
催
し
、
「
別
府
市
立
学
校
に
お
け
る
食
育
推
進
計

画
」
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
の
答
申
を
受
け
、
同
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

指
標

取
組
実
績

＜
項
目
と
目
標
値
＞

＜
項
目
と
目
標
値
＞

事
業
目
的

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

< 
D

O
 >

別
府
市
の
求
め
る
水
準

を
達
成
で
き
る
要
件
を

備
え
た
業
者
の
選
定
と

運
用
方
法
の
決
定

別
府
市
学
校
給
食
運
営

委
員
会
を
年
２
回
以
上

開
催
実
施

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

① 新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

整
備
運
用

学
校
給
食
が
〝
生
き
た
教
材
″
と
な
る
よ
う
基
本
理
念
に
基
づ
い
た
施
設
の
整
備

を
行
い
、
調
理
配
送
等
委
託
業
者
を
選
定
し
、
よ
り
良
い
運
用
方
法
を
構
築
し
ま

す
。

別
府
市
が
目
指
す
給
食
の
実
現
を
目
指
し
、
地
場
産
物
の
活
用
や
献
立
に
つ
い
て

の
協
議
会
を
栄
養
教
諭
等
と
年
に
２
回
行
い
ま
す
。

② 食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給

食
調
理
場
の
整
備
・
運
用

取
組
計
画

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
を
調
理
す
る
た
め
に
安
全
性
の
高
い
施
設
の
整
備
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
養
護
教
諭
等
の
参
加
の
も
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応
に
関
す

る
協
議
会
を
年
に
２
回
開
催
し
、
学
校
・
保
護
者
と
密
に
連
携
が
取
れ
る
体
制
を

構
築
し
ま
す
。

取
組
計
画

＜
　

C
H

E
C

K
　

＞

指
標

施
　
策

事
　
業

次
世
代
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
教
育
環
境
の
整
備

教
育
委
員
会
は
、
「
健
や
か
な
別
府
っ
子
を
育
む
『
質
』
の
高
い
学
校
給
食
の
提
供
」
を
基
本
理
念
に
、
衛
生
管
理
の
徹
底
と
快
適
で
効
率
的
な
運
営
【
安
全
・
安
心
】
、
多
彩
な
献
立
の
創
出
と
手
作
り
給
食
の
提
供
【
お
い
し
い
給
食
】
、
地
場
産
物

の
積
極
的
な
活
用
と
食
育
の
充
実
【
食
育
・
地
産
地
消
】
、
安
全
性
の
高
い
施
設
の
整
備
と
き
め
細
や
か
な
運
用
【
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
】
を
実
現
で
き
る
施
設
や
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

主
管
課

教
育
政
策
課

関
係
課

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ＜

 P
L

A
N

 ＞

取
組
実
績

評
価

(1
)3

お
い
し
い
学
校
給
食
を
提
供
す
る
新
た
な
給
食
施
設
の
整
備

新
学
校
給
食
施
設
の
整
備
・
運
営

取
組
計
画

（
事
業
目
的
達
成
に
向
け
た
）

主
な
取
組

A・
B・

C
達
成
率

今
後
の
展
開

継
続
・
拡
充

達
成
終
了

□ ■ □

達
成
率

今
後
の
展
開

達
成
終
了

別
府
市
の
求
め
る
水
準

を
達
成
で
き
る
要
件
を

備
え
た
業
者
の
選
定
と

施
設
設
計

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対

応
に
関
す
る
協
議
会
を

年
２
回
以
上
開
催

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
を
調
理
す
る
た
め
に
安
全
性
の
高
い
施
設
と
す

る
た
め
の
適
切
な
仕
様
を
作
成
・
提
示
し
、
確
実
な
設
計
・
施
工
力
を
持
つ

業
者
を
令
和
4年

12
月
に
選
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
養
護
教
諭
・
栄
養
教
諭
の
代
表
者
と
の
協
議
会
を
今
年
度
３
度
に

わ
た
り
実
施
し
、
安
全
・
安
心
な
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
で
き
る
よ
う
体

制
に
つ
い
て
、
再
構
築
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
の
変
更
点
な
ど
に
つ
い
て
学
校
ご
と
に
説
明
・
確
認
を
行
い
、
学
校
と

連
携
し
て
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
つ
子
ど
も
の
保
護
者
と
の
面
談
を
実
施

し
、
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

評
価

A・
B・

C

大
幅
見
直
し

1
0
0
%

□

Ａ

一
部
見
直
し

達
成
率

今
後
の
展
開

1
0
0
%

Ａ

□ □
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

A・
B・

C

評
価

■
継
続
・
拡
充

事
業
目
的
達
成

に
向
け
た
成
果

と
課
題

今
後
の
方
向
性

と
改
善
策

　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
調
理
場
と
も
に
令
和
５
年
９
月
に
運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
運
用
開
始
ま
で
に
安
全
・
安
心
な
別
府
市
が
目
指
す
給
食
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
者
と
の
協
議
を
さ
ら
に

綿
密
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
運
用
開
始
後
に
お
い
て
も
、
学
校
や
保
護
者
等
の
意
見
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
ら

れ
る
方
法
を
構
築
し
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
調
理
場
と
も
に
別
府
市
の
求
め
る
水
準
を
達
成
で
き

る
要
件
を
備
え
た
業
者
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
別
府
市
が
目
指
す
給
食
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
栄
養
教
諭
等
と
協
議
会
を
開
催
し
、
地
場
産
物
の
活
用
や
献
立
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
も
、
多
彩
な
献
立
の
創
出
等
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
対
応
に
関
す
る
協
議
会
を
開
催
し
、
学
校
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
が
安
心
で
き
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
方
法
を
構
築
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
学
校
・
保
護
者
と
密
に
連
携
を
図
り
、
よ
り
良
い
運
営
と
な
る

よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

達
成
終
了

□
継
続
・
拡
充

□
一
部
見
直
し

□
大
幅
見
直
し

□
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〇 立命館アジア太平洋大学 教授 本田 明子 氏 

 

 はじめに、今年度も別府市知見活用委員会に参加させていただいたことに感

謝いたします。この委員会では、別府市教育部のみなさまの取り組みから学ぶこ

とが多く、わたしにとってもたいへん有意義な機会となっています。「別府市教

育行政アクションプラン」の基本理念には、「別府市教育委員会では、これから

予測のできない社会を生きていく市民一人ひとりが幸せに生きることを目標と

します」と述べられています。この委員会に参加するたびに、教育部のみなさま

がこの目標を達成するために、日々、誠実に取り組まれていることが伝わってき

て、とても勇気づけられる思いです。 

 委員会では、一つ一つの施策について、担当者からの丁寧な説明があります。

今回、それを聞きながら、強く感じたことは、「取組」と「指標」の関係のむず

かしさです。委員の一人から、この指標は「取組指標」なのか「成果指標」なの

かという質問が提起されましたが、取組の内容を「目標値」という数値を指標と

して表現しなければならないということに問題があるのではないかと思います。

たとえば、「学校における人権教育の推進」という事業では、「部落問題学習に関

する指導力の向上」という取り組みに関し、「部落問題学習の授業について、自

ら進んで発達段階に応じた教材を選定したり研究したりする教職員の割合 90％」

が指標となっています。説明の中で、「これは指導力の向上を図る指標とはいえ

ないと反省している」という発言がありました。何のための取り組みかという目

的を明確にして実施されているからこその反省だと非常に感銘を受けましたが、

それでは「指導力の向上」をどうすれば数値で表すことができるのか、むずかし

い問題だと思います。同じ説明の中で、同和教育がめざすのは、「心がけだけで

は差別はなくならない」ということだというお話もありましたが、事業に取り組

む一人ひとりにあるそうした強い思いが数値の指標に変換されて達成率として

示されることには違和感を覚えます。また、「ICT教育の推進」の事業では、「子

どもの学びにつながるアプリ活用に係る教員研修の実施」という取り組みの指

標が「各小中学校による授業におけるタブレット端末の活用率平均 40％以上」

となっています。これについても、タブレットは使えばいいというものではなく

何のために使うかが重要ではないかと質問したところ、即座に「タブレット使用

の目的は個別最適化と協働である」ということと、実際に効果がみられた事例の

説明がありました。このように、みなさまが明確な目的意識をもって事業に取り

組まれていることがわかる発言が随所に現われました。しかし、そうした目的と

指標が必ずしも一致しているとはいえません。そして、その乖離を問題とする意

識はだれもが感じているところだと思われます。 

この問題の解決のためには、指標を見直すことも必要ですが、数値だけでは表

せないことを「指標」すなわち「目標値」という形で、数値化しようとすること

に無理があるのではないでしょうか。「一人ひとりの幸せ」のための教育という

数値化できないものをめざす日々の努力が数値に置き換えられることで、目的

が見失われてしまうことがあってはなりません。目的をもって事業に取り組み、

その成果を可視化することは大切なことですが、私たち市民も数値を妄信する

のではなく、実際の取り組みに参加し、そこにある思いを感じて、一人ひとりが

幸せに生きる社会をめざす一員として行動するべきだとの思いを強くしました。 

Ⅲ 知見活用委員会による意見 

23



〇 別府大学 教授 櫻田 裕美子 氏 

 

別府市教育委員会では、「第 2期別府市教育大綱」（令和 3年度策定）を受け、

本年度「別府市教育行政アクションプラン～第 2 期別府市教育大綱の実現を目

指す令和 4年度推進計画～」を実施している。別府市教育委員会は、「自分らし

く しなやかに生きる 自立した人」「互いを尊重し、『ふるさと別府』を愛する人」

を基本理念（目指す人間像）と設定し、「『学び、育つ』ことを重視した教育」、

「地域に学び、地域で育み、地域を作る教育」、「次代を生き抜く力を育む教育環

境の整備」の柱 3つにそった施策を進めている。 

 報告書を通読して感じるのは、基本理念(目指す人間像)に沿って、別府市が目

指す教育を推進しようとする意欲的な姿、そして取組や成果を市民に分かりや

すく説明しようとする姿勢である。報告書への意見を述べるに先立ち、教育委員

会及び関係者に敬意を表する。 

【基本方針（教育大綱 柱 1） 「学び、育つ」ことを重視した教育】 

4つの施策の下、9事業、20の取組が実施された。施策には、学びの支援や自

律性の育成、安全安心な学校づくりや教職員の業務改善といった子どもの学び

や成長を支える取組が含まれている。 

 自己評価をみると、20の取組中「A」が 9、「B」が 9、「C」が 2である。20の

取組中 18が「A」または「B」であり、充実した取組が進められたことがうかが

われる。「C」評価となった事業（2）③「教育実践研究事業（授業公開）の実施」

は、予定していた 4 校での実施が 3 校にとどまった。改善策として、サイクル

（原則 3年に 1度）を確立することが示されている。今後の展開に期待したい。 

【基本方針（教育大綱 柱２） 地域に学び、地域で育み、地域を創る教育】 

 4つの施策の下、７事業、13の取組が実施された。別府市に暮らす人々が別府

を知り、別府の資源を活用し、別府を創る施策が展開されている。 

 自己評価をみると、13 の取組中「A」が 10、「B」と「C」がそれぞれ 1、そし

て「測定不可能」が 1 であった。「測定不可能」との評価が下された事業（2）「ブ

ックスタート事業」に関するアンケート調査は、今後事業実施から 1 年後に実

施される（事業実施は１歳 6 カ月児健康診断時、アンケート調査は 2 歳 6 カ月

児健康診断時）。アンケート調査の結果は、事業の成果とともにその継続性、定

着度を確認する好機となるだろう。 

【基本方針（教育大綱 柱 3） 次代を生き抜く力を育む教育環境の整備】 

3つの施策の下、5事業、8の取組が実施された。施策では、社会教育施設（少

年自然の家、新図書館）、ICT環境、学校給食センターの整備が取組まれている。 

自己評価をみると、8の取組中「A」が 6、「B」が 2、「C」が１である。事業(1)

「少年自然の家おじかリニューアル基本計画の策定」は、基本計画の策定が完了

しなかったため「C」評価となった。改善策にあるように、次年度「宿泊体験学

習のできる施設として残す」ことができる基本計画の策定完了が望まれる。 

最後に、評価の充実について意見を述べて終わりとしたい。今年度の報告書で

は、「A」・「B」・「C」の評価に「今後の展開」が加えられた。同じ「A」評価であ

っても「達成終了」であったり「継続・拡充」であったりと、各施策の方向性が

示されている。各施策の取組状況を的確に評価し、次のステップを明確に提示す

るものであり、報告書において重要な役割を果たしている。 
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〇 大分大学教職大学院 講師 山本 遼 氏 

                                    

別府市教育委員会は、これからの社会・時代を踏まえた基本理念（目指す人間

像）と、それを実現するための新たな教育のあり方を想定した基本方針を明確に

設定している。教育大綱によると、別府市の教育理念は「自分らしくしなやかに

生きる自立した人」、「互いを尊重し、『ふるさと別府』を愛する人」である。こ

の教育理念には、「これまでの常識や価値観を変えていくことが必要な予測ので

きない社会」、「社会が成熟し、新たな価値観が生まれ、生き方、考え方などが多

様化し、個性が重視される時代」に生きる人を育みたいという別府市教育委員会

の思いが込められている。この基本理念を実現するための基本方針が、「『学び育

つ』ことを重視した教育」、「地域に学び、地域で育み、地域で創る教育」、「次代

を生き抜く力を育む教育環境の整備」である。この基本方針で注目すべきことは、

社会の転換を踏まえ、これまでとは異なる新たな教育のあり方（子どもを主語に

した教育、多様な人々が互いを認め合い、尊重し合う、地域（「別府」）を創る教

育等）を目指していることである。こうした基本理念や基本方針が実現されるこ

とを期待したい。 

以下では、事業シートに関して気になったことを３点述べたい。 

①成果指標と取組指標の区別 

 １点目は、「指標」が取組指標（アウトプット：教育委員会がどのような取組

を行ったか）なのか、それとも成果指標（アウトカム：取組の結果、学校や地域、

児童生徒等がどのように変容したか）なのか、統一されていないことである。こ

のことは、教育委員会も課題として認識していると説明があった。事業の成果を

明確にするために、「指標」は成果指標として統一したほうが良いと思われる。 

②事業の成果をどのように考えるか 

 ２点目は、１点目と関連するが、事業の成果をどのように考えるかである。こ

のことについて、ある担当課は事業説明の際、何を成果として設定するかが難し

いという悩みを語った。また、過去の知見活用委員会では、参加人数の増加など

量的な成果に加えて、参加者の理解度や行動変容等の質的な成果を問うていく

ことが必要ではないかという指摘もあった（この点について、いくつかの事業で

指標の見直しが行われている）。教育という営みの性質上、成果の捉え方は多様

である。そのため、教育委員会や担当課の中で、事業目的や成果について、丁寧

に議論されていくことを期待したい。 

 なお、別府市教育委員会の事業には、学校（教職員）の教育活動を支援するこ

とを通して、子どもの成長を促すものも存在する（教育委員会による学校への支

援→学校の教育活動の改善→子どもの成長）。それらの事業の成果を考える場合、

子どもの変容とそれを支える学校の変容、両方の変容を見ることが重要である。 

③結果の要因分析 

３点目は、結果（達成率）に対してなぜうまくいったのか、あるいはなぜうま

くいかなかったか等の要因分析が不明確な事業（読み取りにくい事業）があるこ

とである。各担当課による事業説明により、各担当課は意欲的に事業に取り組ん

でいること、指標の達成状況に関する確認も行われていることがわかった。今後、

結果の要因分析を含む Check-Actionの質が高まることによって、事業の取組が

さらに積み上がり、発展していくことを期待したい。 
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１ 教育委員会組織 

○就任状況  

氏 名 役 職 摘 要 任期満了年月日 

寺 岡 悌 二 教 育 長 
平成 21年 12月 1日 

教育長就任 
令和 6年 9月 30日 

福 島 知 克 教育長職務代理者 

平成 27年 10月 1日 

教育長職務代理者就

任 

令和 6年 6月 30日 

山 本 隆 正 委 員 
平成 30年 7月 1日 

教育委員就任 
令和 8年 6月 30日 

川 崎 栄 一 委 員 
令和元年 7月 1日 

教育委員就任 
令和 5年 6月 30日 

新 谷 なをみ 委 員 
令和 3年 7月 1日 

教育委員就任 
令和 7年 6月 30日 

松 浦   倫 委 員 
令和 4年 7月 1日 

教育委員就任 
令和 8年 6月 30日 

 

 

２ 教育委員会の会議等開催状況 

（１）会議  毎月１回定例会を開催し、必要に応じて臨時会を開催した。 

○令和４年度 教育委員会開催状況 

①定例教育委員会   12回開催 

②臨時教育委員会    3回開催 

○令和４年度 議案等の付議状況 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

議案 4 5 5 4 3 3 1 5 1 2 11 6 50 

報告 1 1 1 0 2 3 1 1 2 0 1 1 14 

計 5 6 6 4 5 6 2 6 3 2 12 7 64 

 

（２）主な活動 

令和４年度教育委員参加行事等 

    ・大分県市町村教育委員会連合会総会（５月） 

    ・第 1回総合教育会議（６月） 

・別府市奨学生選考委員会（１月） 

・第２回総合教育会議（２月） 

・教育行政視察（長崎県）（２月） 

Ⅳ 教育委員会活動状況（令和５年６月１日現在） 
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令和４年度の事務事業の点検及び評価を行うにあたり、知見活用委員（学識経験

者）の幅広い見地からの貴重なご意見・ご指摘をいただきながら委員会を開催いた

しました。 

令和３年３月に策定された「第２期別府市教育大綱」では、これからの時代を生

きる「目指す人間像」として「自分らしくしなやかに生きる自立した人」「互いを

尊重し、『ふるさと別府』を愛する人」が基本理念として示されています。 

これを受け、今年度の「別府市教育行政アクションプラン」では、事務事業を３

つの「基本方針」、１１の「施策」、２０の「事業」に整理いたしました。また、事

務事業評価を実施するにあたり、事業目的を明確に記載するとともに、Ｐ（取組計

画と指標）、Ⅾ（取組実績）、Ｃ（評価）、Ａ（成果と課題・今後の方向性と改善策）

を評価シートに位置づけ、さらに評価の段階で「達成終了」「継続・拡充」「一部見

直し」「大幅見直し」と明示することにより、来年度以降の事業目的達成に向けた

取組の改善と新たな取組等の設定につながるようにいたしました。 

知見活用委員会では、令和４年度の施策や取組に対して、各委員から今後に向け

た取組についてご意見をいただきました。 

〈「学び、育つ」ことを重視した教育〉につきましては、２０の取組中１８が

「A」または「B」評価であったことから、充実した取組が進められたことがうか

がわれると評価していただきました。 

〈地域に学び、地域で育み、地域を創る教育〉につきましては、別府市に暮ら

す人々が、別府市を知り、別府の資源を活用し、別府を創る施策が展開されてい

る。また、今回は測定できなかった事業に関するアンケート調査については、事

業の成果とともにその継続性・定着度を確認する好機となるとのご意見をいただ

きました。 

〈次代を生き抜く力を育む教育環境の整備〉につきましては、未達成の取組（C

評価）の次年度完了が望まれるとのご意見をいただきました。 

また、報告書全体を通して、別府市が目指す教育を推進しようとする意欲的な

姿、取組や成果を市民に分かりやすく説明しようとする姿勢が感じられるとのご

意見もいただきました。 

その一方、「事業の成果を明確にするために、成果指標（アウトカム）の設定と

検証が重要」「教育という営みの性質上、事業目的や成果について丁寧に議論して

いくことが必要」「結果に対する要因分析の質を高めていくことが取組の発展につ

ながる」「数値化できない一人ひとりの幸せのための教育という日々の努力が指標

に置き換えられることで、目的を見失わないようにすべき」というご指摘を頂き

ました。 

教育委員会は人を育てることを通して、今後「成果指標（アウトカム）」「取組指

標（アウトプット）」をより明確にした PDCAサイクルによる検証・改善を丁寧に進

め、学校・家庭・地域との多様な連携を図りながら「自分らしくしなやかに生きる

自立した人」「互いを尊重し、『ふるさと別府』を愛する人」を育んでまいります。 

Ⅴ まとめ 
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